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除却工事特記仕様書

解体後の埋戻し及び盛土

　ル　令和3年3月　（厚生労働省、環境省）

・建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュア

　 に随時取外し処置が速やかにできるようにしておくこと。

の２の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

８　施工数量調査

章

１
　
一
般
共
通
事
項

除却工事　特記仕様書

　　による。

２．特記事項

1)　項目は番号に　　印がついたものを適用する。

2)　特記事項は、　　印がついたものを適用する。

　　　　印がつかない場合は、※印がついたものを適用する。

　　　　印と ※ 印がついた場合は、共に適用する。

3)　特記事項に記載の（　　　　）内番号は、共通仕様書の当該項目、当該図または当該表を示す。

項　　　目 特　記　事　項

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

　　の対策

４
　
建
設
廃
棄
物
の
処
理

９　地盤改良

(3.13.1)

１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）

１　適用基準等 ※ 建築物解体工事共通仕様書　令和４年版

　 （国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

※ 工事写真の撮り方　建築編　（最新版）

　 （国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

２　工事実績情報サ

　　ービス（CORINS）

　　への登録

※ 請負代金額が500万円以上の場合、適用する。 (1.1.4)

３　電気保安技術者 (1.3.3)

４　施工条件 施工時間

　※ 原則として午前9時から午後5時とする。

　　 （準備・片付けの時間を含まない。）

その他の施工条件等

　・ ＜　　　　　　　　　　　　　　　＞

(1.3.5)

５　施工中の環境 ※ 国土交通省指定の低騒音・低振動型の建設機械を使用すること。

※ 工事用の進入路及び周辺道路は、道路管理者、警察署及び　　保全等

　 監督職員の指示に従い常に良好な維持管理及び復旧を行うこと。

(1.3.9)

６　発生材の処理 発注者に引渡しを要するもの　　　　　　　　　　・ ＜　　　　　　　　＞

工事現場において再利用及び再資源化を図るもの　・ ＜ 　　　　　　　＞

(1.3.10)

７　石綿含有建材の

　　事前調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹付け

　 配置図を作成して提出すること。

※ ガス管・給水管・排水管等の切断処理位置を現場に明示し、

速やかに現況復旧を行うこと。

なお、損傷・汚染等が生じた場合は原則として受注者の責において

　・ 外観調査　　・ 傾斜測定調査　　・ 水平測定調査

次の調査を行うこと。

発注者の責において専門調査業者に委託のうえ、工事着手前に

・汚染等が生じた場合は、受注者の責において速やかに現況復旧を

については、工事着手前に現況写真撮影等の事前調査を行い、損傷

解体工事に際し、工事範囲外の建物（近隣も含む）及び監督員指摘物

　行うこと。

　・交通誘導員Ａ（１，２級交通誘導警備検定合格者）

　・交通誘導員Ｂ（警備業者の警備員で、上記以外の交通誘導に従事する者）

資格等の要件

　 ただし、工事の状況により発注者の責において適宜増員すること。

　　及び電気等 工事用電力　構内既存施設　　・ 利用不可　　・利用可（ ・ 有償　　・ 無償）

工事用水　　構内既存施設　　・ 利用不可　　・利用可（ ・ 有償　　・ 無償）９　仮設水道

10　交通誘導員等

11　事前調査等

12　近隣家屋調査

13　施工報告

(1.4.1)

(1.5.2)

１　騒音・粉じん等 (2.2.1)

　　　施工後段階　　　環境庁告示４６号溶出試験又はタンクリーチング試験

　　　配合設計段階　　環境庁告示４６号溶出試験

　　　六価クロム溶出試験の試験結果（計量証明書）を提出する。

・六価クロム溶出試験　　※必要　　　・不要

・セメントの種類（　　セメント系固化剤（一般軟弱土用）　　）

　　及び整地

５　埋戻し、盛土

　※ 埋設配管等は、原則として全て撤去する。

埋設配管等

　※ 解体施工前に洗浄・消毒等を行う。

浄化槽等

　※ 労働安全衛生法により内容物を抜き取り、残渣等の処置を講じる。

地下オイルタンク等

　　埋設配管

４　地下埋設物及び

　※ 図示

樹木の移植

　※ 根株を含めて掘り起し、場外搬出処分とする。

樹木等の伐採抜根３　構内舗装、樹木等

(3.12.1)

(3.11.1)

騒音・粉塵等の対策　　・ 防音パネル　　・ 防音シート　　・　メッシュ金網

　　　　　　　　　　　・ 養生シート

２　足場等 ※ 足場を設ける場合、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」

　 （厚生労働省　平成21年4月）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」

　 によるものとし、足場の組み立て、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、

すべての作業床について手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置し

　 なければならない。

　 なお、設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

※ 足場控えは原則として建物の柱・梁に緊結し、強風時の転倒防止を図るととも (2.2.2)

３　散水養生 じんあい防止として、場内に加圧ポンプ付散水栓を設置すること。 (2.2.1)

(2.3.1)・ 設置する

監督職員事務所の備品等の種類・数量

４　監督職員事務所等

５　現場表示板 ※ 明石市指定様式（900×600）

（ただし、請負代金1000万円以上かつ契約工期90日以上の工事に限る）

３
　
解
　
体
　
施
　
工

１　事前措置

　・ 電力引込部分の切断及び事後処置

　・ 電話線、ＣＡＴＶ等の切断及び事後処置

　・ ガス引込部分の切断及び事後処置

　※ 給水管の止水及び事後処置

　※ 下水管の切断及び事後処置

(3.2.1)

２　基礎及び杭

　 残置又は一部撤去の場合の処理

　　　六価クロム溶質試験実施要領」による。

　　　　なお、試験方法は、「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の

いない場合は、施工後の溶出試験を実施しなくてもよい。

配合設計段階での溶出試験において、六価クロムの溶出量が土壌環境基準を超えて

　ただし、火山灰質粘土層を改良する場合は、配合設計の段階で実施する試験結果

にかからわず、施工後の溶出試験を実施するものとする。

復旧工事も含めて安全に十分配慮して施工を行うこと。

既存設備の処置は、下記項目について事前調査及び諸手続きを遅滞なく行い、

１　産業廃棄物の運搬 産業廃棄物の運搬車には、収集又は運搬の用に供する運搬車である旨等、

所定の表示を行うこと。

(4.3.1)

　　の委託をしない場

　　合の処理

２　再資源化等 中間処理施設及び再資源化施設

　※ 場外搬出適正処分

　　 「産業廃棄物等処理計画書」提出のうえ承諾を受けること。

(4.4.1)

次の建設資材廃棄物は再資源化する

木材を指定建設資材廃棄物として縮減　　※ 縮減しない

再資源化された建設廃棄物の現場での利用　　※ 利用なし

広域認定制度　　※ 利用なし (4.4.2)

　　定制度

３　産業廃棄物広域認

４　最終処分 最終処分する建設廃棄物及び最終処分場

　※ 場外搬出適正処分

　　 「産業廃棄物等処理計画書」提出のうえ承諾を受けること。

(4.4.3)

５　処理に注意を要 処理に注意を要する建設廃棄物

　　する建設廃棄物

(4.5.1)

　・ せっこうボード（石綿含有）　・　せっこうボード（ヒ素・カドミウム含有）

　・ せっこうボード（上記以外）

　・ ＣＣＡ処理木材（クロム・鋼・ヒ素化合物系防腐処理木材）

　・ 蛍光ランプ、HIDランプ、低圧放電ランプ　・ 硬質塩化ビニル管・継手

　・ ガラス

　　　　及び

　　産業廃棄物対策課　　　（兵庫県産業廃棄物等の不適正な処理の防止に関する条例）

⑧　県条例に基づく報告 　明石市役所

　明石市役所　営繕課

※ 各レベルに応じた表示板を掲示

　　　（石綿障害予防規則　第5条）

⑦　建築物解体等作業届（アスベスト関係）

　　　（労働安全衛生規則　第90条）

⑥　建設工事計画届（アスベスト関係） 　加古川労働基準監督署

　　　（建築基準法）

⑤　建築物除却届

　　建築安全課

　明石市役所

④　リサイクル法に基づく通知書

　　開発審査課

　明石市役所

　　　　※ 下地の色が白色の表示板を掲示

　　　（兵庫県環境の保全と創造に関する条例）

③　特定工作物等工事実施届

　　　　※ 下地の色が黄色の表示板を掲示

　　　（大気汚染防止法）

②　特定粉じん排出等作業実施届出書

　　　　創造に関する条例）

　　　（騒音規制法・振動規制法・兵庫県環境の保全と

①　特定建設作業実施届出書 　明石市役所

　　環境保全課

種　　別 提出先

出については遅滞なく行うこと。

下記に記載がない届出等についても、施工前事前調査の結果等により必要となる各届

各届出の要不要及び条件等は、所管部局に確認すること。

建築物等除却工事に関する標準的な届出手続等を下記に示す。

　　関する届出等

　　（参考）

１　除却工事に

８
　
そ
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他
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有
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除
去
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び
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特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理

(5.1.3)

１　施工計画調査 施工調査（石綿含有建材は6章による） (5.1.2)

　※ 特別管理産業廃棄物等の使用状況について、設計図書及び目視により製造所名、

　　 製造年、形式、種類、数量等を調査し、結果を調書に取りまとめ、提出する。

２　ＰＣＢ含有機器類 調査方法 (5.4.1)

調査対象

　　　　・ コンデンサ、変圧器（受変電設備用）・ 蛍光灯器具の安定器

　　　　・リアクトル、コンデンサ用放電コイル（受変電設備用）・ 計器用変圧器

　　　　・ ＨＩＤ灯の安定器

３　ＰＣＢ含有シーリ (5.4.1)

４　廃油 処理方法　　・　焼却処分　　　・　中間処理施設による再生処理 (5.4.1)

５　廃酸・廃アルカリ (5.4.1)処理方法　　・　中和処理　　　・　焼却処分　　・　中間処理施設による再生処理

６　ダイオキシン類 (5.4.1)サンプリング調査　　・　行う　　　・　行わない

特定化学物質等 (7.3.1)

　・ ＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

　・ ＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

六ふっ化硫黄（SF6)ガス (7.3.1)

　・ ＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

イオン化式感知器 (7.3.1)

　　 に回収を委託し、再利用又は保管する。

　※ ハロン消火設備の消火剤は関係法令に従いハロン消火設備設置業者

ハロン類 (7.3.1)

　　の処理等

１　特殊な建設副産物 フロン類

　※ 冷媒は関係法令に従い登録回収業者に回収を委託し、

　　 フロン類破壊業者により破壊又は再生利用する。

７
　
特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

(7.3.1)

８　除去した石綿含有

　　吹付け材等の保管、

　　運搬、処分等

除去した石綿等の処理

　※　各種廃棄物分類に応じた最終処分場で埋め立て処分

　・　中間処理

　　・　大臣認定を受けた無害化処理施設において無害化処理

(6.6.4)(6.3.3)(6.4.3)(6.5.3)

７　石綿含有仕上塗材

　　の除去

除去方法

　・　集塵装置付超高圧水洗工法　　・　剥離剤併用手工具けれん工法

　・　集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

　・　

(6.6.1)

1　共通 ※　建築物の解体工事、石綿除去について、以下の基準を適用する。

　ける業務での労働者の石綿ばく露防止に関する技術上の指針

　（令和２年９月８日付け　技術上の指針公示第22号）

・建築物等の解体等の作業及び労働者が石綿等にばく露する恐れがある建築物等にお

2　石綿粉じん濃度測定

　・ 測定個所数　　　　　　箇所

測定方法

　※ JIS K 3850-1に基づいた測定　　・　自動測定機による測定

石綿粉じん濃度測定　　　※　行う　　　・　行わない

3　石綿含有吹付け材の

　　除去

解体工法

　※解体共仕第６章３節による。

(6.3.2)

(6.1.3)

除去工法

　　の除去

４　石綿含有保温材等

　※ 粉塵飛散抑制剤等による湿潤化の後、手ばらしで行う。

　・ 掻き落とし・粉砕・切断等による除去を行う。

　　※「３　石綿含有吹付け材の除去」により、作業場を隔離する。

(6.4.1)

　・ 作業場の隔離を行う

作業場の区画 (6.5.1)

５　除去した石綿含有 除去した石綿含有吹付け材等の処理

　※ 密封処理（二重袋梱包）

　　　※　湿潤化　　　・　固形化（　※　セメント固化　　・　　　　　　　　　）

(6.3.2)(6.4.3)

　　の除去

６　石綿含有成形板等

　　　

石綿含有建材の種類

材料名 厚さ(㎜)使用部位

※上記以外に石綿含有が疑われる建材があった場合は、速やかに監督員と協議すること。

・現場調査の上石綿含有の恐れがあるボード類については、石綿含有建材（レベル3）

(3.9.2)

・要

材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。

　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　）

分析による石綿含有の調査　　・行う（下表による）　・行わない）

定性分析方法材　料　名

・　　　　　　　　箇所 ・　　　　　　　　箇所

・　　　　　　　　箇所 ・　　　　　　　　箇所

・　　　　　　　　箇所 ・　　　　　　　　箇所

上記以外に調査が必要と思われる箇所があった場合は、監督員と協議すること。

調査範囲　　　・図示

調査方法　　　

　　※　杭種、杭径、位置、杭頂部高さ等の記録を整備し監督員に提出する。

杭の種類

　　・　遠心力鉄筋コンクリート杭　　・　高強度プレストレスコンクリート杭

建物名等 杭径 長さ 本数 備考

(4.3.2)

処理の方法

　・　建築物解体工事共通仕様書第４章第５節による。

　　　施工に先立ち、処理計画書を作成し、監督員の承諾を受けること。

　※　製造所、製造年、型式等による調査

　・　専門分析機関による微量ＰＣＢ分析調査

　　　　上記の他にも含有が疑われる機器があった場合は調査を行う。

　　ング材

事前調査等　　・　行う（下記の要領で分析する）　・　行わない

　　現場においてサンプルを採取し、専門分析機関で分析を行う。

　　　採取箇所　　　※　外壁目地　　・　建具周囲目地　　・　図示

　　　採取箇所数　　・　部材が異なる毎に１箇所　　　　　・　図示

　分析によりＰＣＢの含有が確認された場合は、下記により施工調査等を行い、

　適切に処理を行う。

　　　調査範囲　　※　工事範囲すべて　　　・　図示

　　　調査内容　　シーリング使用部位及び長さの確認

　　　　　　　　　施工範囲と工事監理区分の確認

　　　　　　　　　仮設計画、廃棄物等の搬出方法

材　料　名 調査箇所 測定方法

焼却施設の解体及び処分の方法

ダイオキシン類対策特別措置法施行令（平成11年政令第433号）その他関係法令に

従い適切に処理すること。

　石綿則及び大気汚染防止法に基づき除去を行い、定められた工法による除去が困難

　な場合は、監督員と協議すること。

　（測定場所、測定時期は監督員との協議による）

　　吹付材等の梱包及

　　び飛散防止

　とみなして処理する事。

備考

定量分析方法

　　・　場所打ちコンクリート杭　　　・　木杭　　・　ＲＣパイル

　　・　石綿の中間処理に適する溶融施設において溶融処理

　　　（建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律）

　他

　石綿事前調査結果報告

　システム

ビニル巾木

繊維混入ケイ酸カルシウム板

仕上表による

仕上表による

　調査範囲（　・工事範囲　　　　　　　　）　・図示

　※ 埋戻し及び整地は、ランマー及びローラー等にて十分に締固めつつ行うこと。

　・整地-再生砕石（ｔ＝50）

　※ 現場発生土埋戻し（がれき、木くず、岩塊等は取り除く）

　・ 敷地造成工事に合わせた仕様とすること

杭の撤去　　※　行う　　　　・　一部撤去　　・　残置

　解体方法　　※　引抜き　　・　破砕　　・　杭頭斫り（　　　ｍまで　　・図示）

　杭撤去後の処理　・　山砂　　・　流動化処理　　・　セメントミルク

※ 要（延べ　　　　名）　・図示

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

2025年 8月 KA-01平
尾
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アルミ見切り L12× 12× t0.8

木 1 ラ ワ ン 合 板 t5.5

大 引 :90× 45 @900

木 2

根 太 :45× 45 @360

根 太 :45× 45 @360

水道サービスセンター 解体・撤去図(参考図)縮 尺
-

No. 品名 材質
W D H

数
サイズ

外 部 仕 上 表

部位・部材 仕上

階

内 部 仕 上 表

室名 階 室名

部位・部材 仕上 部位・部材 仕上

ポーチ

部位・部材 仕上

下地 仕上 高さ

床

仕上

巾木

仕上

壁

下地

天井

仕上下地 天井高
廻縁 備考

事務室

水圧試験室

通路

倉庫

厚生室

メーター置場

物置

共通

玄関ホール

現業員詰所

事務室

宿直室

宿直室押入

仮眠室押入

ロッカールーム

湯沸室

脱衣室

浴室

洗面所

便所

仮眠室1,2

階段室

車庫

パラペット（屋根1,2共）

軒裏

ルーフドレン

樋

外壁

屋根1,2,3

屋外階段

バルコニー1,2

玄関庇

自転車置場

重量
(kg)

家具リスト（特記無き限り撤去・処分。処分については、監督員に最終確認を行うこと。）

備考

1

2

3

4

5

6

7

8

鋼製

鋼製 1

1

1

1

椅子

机

机

椅子

910 630 740 4

900 640 430

棚

棚

棚

棚

880 400 1,120

鋼製

500 500 850 3

330 260 350 2

570 620 740

380 430 880

4

1 1ロッカー 900 510 1，790

11，7902 棚 880 380

3 椅子 5400 500 800

4 作業台 1,700 1,050 790 1木製

15 机 640 900 750鋼製

1机 750鋼製6 730 1,060

17 木棚 木製 1,620 390 1,130

18 300 600 750

椅子 鋼製1 1750450 500

21 鋼製 910 510 1,790

鋼製 510 1,7902 450 1

棚1 鋼製 1,450 570 2,100 1

棚 鋼製 570 2,100 12 3,050

棚1 鋼製 2

鋼製

鋼製

鋼製

鋼製

鋼製

600 500 700

鋼製

鋼製

鋼製

棚 鋼製

掃除用具入

ロッカー

2,850 1,100 2,370

掲示板 木製 900 1,200 22026

椅子 鋼製

1 鋼製

12

下足入

傘立て 850 310 500

900 390 1,790

1 鋼製

鋼製2

机

机

910 630 740

1,800 900 3

鋼製机 1,800

700

3 740 700 1

鋼製机 14 1,430 630 750

鋼製机 15 1,200 480 450

鋼製机 16 1,600 800 740

鋼製机 17407 1,300 630

鋼製机 17406308 900

110 木製 880 380 880

机 1木製11 1,200 600 450

椅子 50012 500 850 34

14 600 550 790 6

15 ソファー

16

800 900 690 4

1

鋼製 550 790 1椅子13

鋼製17 290 370 600 2

18

1鋼製 880 330 2,100

鋼製 870 420 1,200

20

21

24

22

440 640 450 1

25

SUS製

4

樹脂製

24

机 木製

11,800木製 450500机9

ソファー

棚

1,800

棚

棚 400 630 740 1

1,930 800 690

鋼製

鋼製 500 2800350棚19

棚

棚 3

鋼製 880

鋼製 11,760 880 410

420 880 4棚

棚

2,100900 450 3鋼製棚

23

1 鋼製机 910 630 740 3

2 椅子 500500 850 3

鋼製机 6303 400 750 1

鋼製 14 ロッカー 610 510 1,790

鋼製 1ロッカー 510 1,7905 900

1棚 鋼製6 450 500 730

1 鋼製 1ロッカー 510 1,790450

1 鋼製ロッカー 510 1,790

鋼製ロッカー 510 1,7902

860

1,310

1 860棚 木製 370 1,750 1

1 木製 1

12

下足入

ロッカー 鋼製 900 510 1,790

900 390 1,790

樹脂製

4

10

棚1 鋼製 2

棚 鋼製 1,1002

1,500 1,500

900

2,440

2,440 4

1

2

(資材管理棟)
災害対策用材室へ移設

布製

布製

RC

モルタル

梁型：耐火被覆

化粧杉柾石こうボード t9.5

折版現し

ノンスリップ

EP

(屋根2)ALC版t120の上、シート防水 泥落しマットステンレス製600×900　2枚

-

(出隅)アルミ見切り

ALC

GB-D t9LGS

GB-D t9LGS

LGS GB-D t9

1 60ビニアス系タイル貼300角　t=2 VH GB-R t12+EP

GB-R t12+EP

防塵塗装(エポキシ系) 60 VH GB-R t12+EP 2,400 -

RC

RC

-2,600GB-R t12+EP

-コンクリートコテ押え

- EPコンクリートコテ押え

-

-

梁型：耐火被覆

防塵塗装(エポキシ系) 直天 -RC

直天 -コンクリートコテ押え-

LGS

GL(外壁)

LGS

LGS

RC

RC

LGS

-

GB-R t12+EPGL(物置側)

FK t6+VP

直天 --

梁型：耐火被覆

2,300

RC

柱型3

100 木

塩ビ

外壁面:ALC

80 木巾木 t10

RC

RC500

-

LGS FK t6 + 吹付

吹付RC

-

-

GB-R t12.5　+ EP

彩色模様塗装 LGSVH - --GB-D t960

100 GB-D t9 -VH LGS

100 GB-D t9 -VH LGS

LGS

LGS

VH LGS GB-D t9.5

60 -

--

LGS

LGS

-

-

- -- -

- - LGS

- - LGS

- 彩色模様塗装 -- -LGS FK t6 +EP

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

RC

化粧杉柾石こうボード t9.5木1

木2

木

木

-LGS

LGS

化粧杉柾石こうボード t9.5木1

木2

木

木

2

GB-R t12.5 + EP

ユニットバス-RC

木30

木30

木30

木30

ブラインドボックス

ブラインドボックス

カーテンレール

中段、天袋

中段、天袋

EXP.J金物

GB-R t12.5 + VC

GB-R t12.5 + VC

2,450

2,450

2,450

2,450

2,700

M

2,400

2,400

(一部)2,400

- - - 直天 - -アスファルト舗装

-

CB

CB

500

400 化粧鋼板スパンドレル現し

アルミ

ライニング、ブラインド

(柱型出隅部)アルミ見切り

(柱型出隅部)アルミ見切り 梁型：GB-D t9

一部コンクリートコテ押え

Pタイル

VS t2.0

VS t2.0

たたみ t55

ラワン合板 t5.5

たたみ t55

ラワン合板 t5.5

VS t2.0

VS t2.0

VS t2.0

-

VS t2.0

LGS FK t6 + 吹付

ALC-

(柱型出隅部)アルミ見切りAL 30 2,300

2,900

柱型1,2,3

300

モルタル300

キッチン

洗い場、SUS流し

FK t6 +EP

FK t6 +EP

FK t6 +EP

FK t6 +EP

鏡 360×450、収納棚

2,700

2,700

(床)モルタルこて押え

75

75

2,250、2,350

木根太

木根太 フローリングt15+ワックス

フローリングt15+ワックス

(屋根1)ALC版t100の上、シート防水 勾配：1/100(水下水上　100上り)

勾配：1/100(水下水上　50上り)

(天端)アルミ製笠木 W150

(見付け)カラー鋼板スパンドレル t0.35

カラー鋼板スパンドレル t0.35

(バルコニー)鋳鉄製φ50(デッキプレート・塗膜防水用)

VPφ100　φ75

鋳鉄製φ75(ALC・シート防水用)

(養生管)GP125A　100A　OP　H=2,500

(掴み金物)FB-19×3@1,200　OP

(竪樋)硬質塩ビパイプφ100　φ75　φ50　OP

(屋根3)折版屋根：樹脂化粧鋼板

(車庫)化粧鋼板スパンドレル

(踏面・蹴上)モルタルこて押え　ノンスリップ

段鼻　タイル貼り　150×60

(腰壁)RC+吹付タイル

(裏)コンクリート素地の上、アクリル系吹付タイル

手摺 SUS 42φ、支柱 SUS 34φ

(屋根)シート防水

(天端、見付け)アルミパネル　t0.5

(裏)カラー鋼板スパンドレル t0.35

(腰壁)モルタル刷毛引き仕上げ　H=GL+450

(立上)モルタル刷毛引

(立上)CB t120

洗場

柱:鉄骨100×50×t2.3、屋根・壁：ポリカボーネート(波板貼り)

木(L3000)

木(L3000)

アコーディオンカーテン

鏡 360×450×2か所、ライニング

、SUS流し

木製三方枠

ライニング W140モザイクタイル　19×19 t7

VS t2.0

流し、吊棚、木見切り

集水桝+グレーチング

集水桝+グレーチング

Ｕ型側溝+グレーチング

GB-R t12.5 + VC

彩色模様塗装

ALC版t100+アクリル系吹付タイル

(床)塗膜防水

(裏)バルコニー1：コンクリート素地の上、外装薄塗材E

バルコニー2：QLデッキ現し

バルコニー2：ALC版t100+アクリル系吹付タイル、アルミ笠木

(腰壁)バルコニー1：RC腰壁+外装薄塗材、鋼製+OP

吹付

化粧杉柾石こうボード t9.5

RC 素地

吹付RC

150 M + VC

GB-Rt12.5 + ラワン合板 t4.0

GB-Rt12.5 + ラワン合板 t4.0

M + タイル　100×100 ｔ5

M + EP

M + EP

M + タイル　100×100 ｔ5

タイル　100×100 ｔ5

GB-Rt12.5 + ラワン合板 t4.0

一部 フローリング

GB-R t12.5　+ EP

GL(外壁) GB-R t12+EP

GB-R t12+彩色模様塗装

GB-R t12.5 + VC

GB-R t12.5 + VC

GB-R t12.5 + VC

GB-R t12.5　+ EP

M + タイル　100×100 ｔ5

彩色模様塗装

GB-R t12.5 + VC

GB-R t12.5 + VC

CB

GL(外壁)

木

CB

GL(外壁)

木

GL(外壁)

木

GL(外壁)

木

木

GL(外壁)

GL(外壁)

木

木

GL(外壁)

木

CB

GL(外壁)

CB

CB -

ALC -

CB

M

CB

ALC

RC

CB

ALC

柱 型 1 (下 部 )FL～ H1600ま で RC 、 (上 部 )鉄 骨 柱 + 耐 火 被 覆

柱 型 2 LGSの 上 、 FK t6+EP (端 部 )ア ル ミ 見 切 り

柱 型 3 (下 部 )FL～ H1600ま で RC

柱 型 4 (下 部 )FL～ H1600ま で RC 、 (上 部 )鉄 骨 柱 + VP

フローリング

(脱 衣 室 )

フ ロ ー リ ン グ t15
構 造 用 合 板 t12
根 太 45× 40 @360
上 が り 框 45× 90

(上 部 )LGSの 上 、 FK t6+EP (端 部 )ア ル ミ 見 切 り
長 尺 シ ー ト (ビ ニ ル 床 シ ー ト )

(石 綿 含 有 建 材 )

仕上凡例

合 成 樹 脂 調 合 ぺ イ ン ト

つや有合成樹脂エマルションペイント

耐 候 性 塗 料

OAフ ロ ア (**は 高 さ を 示 す )

鋼 製 パ ー テ ー シ ョ ンSPT

OA(H**)

DP

SOP

複 層 塗 材 E

EP-G

合 成 エ マ ル シ ョ ン 系 複 層 仕 上 塗 材

ビ ニ ル ク ロ ス

ロ ッ ク ウ ー ル 化 粧 吸 音 板

グ ラ ス ウ ー ル

VC

DR

GWコ ン ク リ ー トRC

モ ル タ ルM

GB-R

化 粧 せ っ こ う ボ ー ドGB-D

GL工 法GL

FK 繊 維 混 入 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 板

VH ビ ニ ル 巾 木(石 綿 含 有 建 材 )

VS

LGS 軽 量 鉄 骨 下 地

せっこうボード(PB、プラスターボード)

　 ・ 石 綿 含 有 建 材 と し て VH、 FKは 処 理 す る こ と 。

特記事項・備考

　 ・ 1階 メ ー タ ー 置 場 に あ る 荷 物 を 同 敷 地 の 資 材 管 理 棟 へ の 移 設 を 見 込 む こ と

事務室

水圧試験室

厚生室

通路

メーター置場

物置

玄関ホール

現業員詰所

事務室

宿直室

ロッカールーム

湯沸室

階段室

車庫

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

担

当

担
当
課
長

課

長

係

長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

　 特 記 事 項 工 事 名 称

図 面 名 称

製作年月日
一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

2025年 8月

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課平
尾

出
口

図 番

当初・変更・完成
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製作年月日 (仮称 )上下水道庁舎建設工事

長 当長
一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
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　　　ものを適用する。・印と※印の付いた場合は、ともに適用する。

[3.2.4]

[3.2.3]

仮設扉

改 修 特 記 仕 様 書

Ⅰ 工 事 概 要

による。

ただし、改修標仕に規定されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

２ 特 記 仕 様
（１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印の付いた

７　発生材の処理等 発注者に引渡しを要するもの　　　・有(　　　)　※無

特別管理産業廃棄物　　　　　　　・有(　　　)　※無

現場において再利用を図るもの　　・有(　　　)　※無

現場において再資源化を図るもの　・有(　　　)　※無

[1.3.12]

　※ 埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終

　　 処分場で埋立処分する。中間処理の場合は、都道府県知事の

　　 設置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の認可

　　 を受けた無害化処理施設において、無害化処理を行う。

※ 他のせっこうボードと分別解体した後、製造業者に回収を委託

　 又は管理型最終処分場で埋立処分する。

・ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞを除くｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板の処分

・ ひ素及びカドミウム含有せっこうボードの処理

・ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞ及びひ素、ｶﾄﾞﾐｳﾑ含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

　 以外のせっこうﾎﾞｰﾄﾞの処理

　 再資源化する場合は、再資源化施設の受入条件を確認の上、

　 適切に分別後、再資源化施設で再資源化する。

取扱い

※ 施工図等の著作権に関する当該建築物に係る使用権は、発注者に

　 委譲する。

施工図の様式

・ 二つ折り製本１部（表紙及び背表紙に黒文字印刷で「工事完成

　 年度、工事名称、受注者名」を記入の上、「施工図」と明記）

・ A３程度で軽微なものは、監督職員の承諾により完成図書に

　 綴じ込みも可とする。

※ 請負代金額が500万円以上の場合、適用する。

の登録

ｻｰﾋﾞｽ（CORINS）

(促進)関係

※ 計画書及び実施書を作成する（Excelデータ可)３　再生資源利用

※ 防水改修工事　　※ 外壁改修工事　　※ 屋根改修工事

※ 風速Vo=34m/s

４　品質計画等

５　電気保安技術者 [1.3.3]

[1.1.4]

※ 工事現場内　　・ 工事現場外（賃料は工事費に含む）

[1.3.5]６　施工条件

その他の施工条件は、監督職員との協議による。

工事用車両の駐車場所及び資機材の置場所

施工順序の制約　　・ あり

８　建築材料等

PCB含有シーリング材の分析調査　　・ 行う

特別管理産業廃棄物の分析調査　　・ 行う

建築基準法に基づき定められる区分等の適用工事

※ 最終処分とする場合は、管理型最終処分場で埋立処分する。

※ 本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合は、

　これと同等のものとすることができる。ただし、同等のものと

　する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　 また、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材

　 等品質性能評価事業建築材料評価名簿（最新版）」から材料を

　 得ること。

　 選定した場合は、評価書の写しを監督職員に提出し、その確認を

工法

※ 改修標仕及び標仕に記載のない特別な材料の工法は、材料製造所

　 の指定する工法とする。

９　特別な材料の

本図面及び特記仕様書に記載のない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（３）特記事項に記載の［　.　．］の表示番号は、改修標仕の該当項目又は該当表を示す。

（４）特記事項に記載の＜　.　．＞の表示番号は、標仕の該当項目又は該当表を示す。

（５）使用材料は、再生材、F☆☆☆☆、低V0C材料を選択すること（各項共通事項）。

（６）構造特記仕様書が別にある場合は、特記なき限り、構造特記仕様書を優先すること

　　　（各項共通事項）。

※ 建設リサイクル関係法令に基づく通知･届出等の必要がない

　 工事はデータのみ提出

※ 適用する

[1.3.5]

[1.3.5]

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.3.12]

[1.3.12]

Ⅱ　建 築 改 修 工 事 仕 様

１ 共 通 仕 様

２　工事実績情報

「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」（以下「標仕」という）による。

「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」（以下「改修標仕」という）

下記のものを監督職員に提出する。

外観（　）面

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ(mm)

・カラー

・八つ切り版

・キャビネ版

※ 24×36※ １
内観　各（　）面

撮影業者　・ 建築完成写真撮影の実績のある業者

　　　　　・ 建築完成写真撮影の実績は問わない

装丁 　　 ・ 写真用装飾アルバム（白表紙、金文字）

　　　　　・ 市販アルバム

取り合い

※ 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、

　 監督職員の承諾を受けること。

※ 図示　　・ 設計GL=現況GL

※ 資格等の要件

・ 交通誘導員A（１、２級交通誘導警備検定合格者）

に従事する者）

・ 交通誘導員B（警備業者の警備員で、上記以外の交通誘導

内部足場  　※ 脚立､足場板等　　・ 枠組棚足場 [2.2.1]

　　　　　　・ 図示

　　　　  　　 ・ 設置しない

　　　　  　　 ・ 防音パネル　　　・ 図示

１　足場その他

[2.1.3]防護シート等 　※ メッシュシート　・ 防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※ 図示 [2.1.3]

[2.3.1]２　養生

・ 仮撤去、保管（工事完成後、再取付）

既存ブラインド、カーテン等の養生等

※ ビニールシート等

・ 仮撤去、保管（工事完成後、再取付）

・ 図示　　・ 行わない

保管場所、保管方法等　　※ 監督職員との協議による

固定家具等の移動　　※ 図示　　・ 行わない

３　仮設間仕切り 仮設間仕切りの種別 [2.3.2][表2.3.1]

・ 木下地

・ 軽量鉄骨

・ 鋼製

・ A種

・ B種

種 別 下 地 仕上材(厚さ mm) 充填材（㎜） 塗 装

・防炎シート

・無し

・片面

・無し

・有り

・ 合板（※ 9.0　・ 5.5）

・ 防音用グラスウール

・ せっこうﾎﾞ-ﾄﾞ（※ 9.5　・ 12.5）

※ C種

※ 木製 ※ 合板張り程度

・ 片面フラッシュ程度

単管下地

材料、撤去材等の運搬 [2.2.1][表2.2.1]

・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種　　・ E種

外部足場、防護ｼｰﾄ等の設置及び範囲　　※ 図示 [2.2.1]

既存部分の養生　  ※ ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ、合板等　　・ 行わない

既存家具、既存設備等の養生

※ ビニールシート等（監督職員の承諾要）

４　監督職員事務所

・ 工事現場内に新設する

監督職員事務所の規模　　・（　　　）㎡程度

監督職員事務所の仕上げの程度

※ 仕上げは通常のもので、備品は打合せテーブル、椅子、棚、

　 エアコン等通常の工事監理に必要なものとし、監督職員と

　 協議の上、設置のこと。

外部足場  　・ 枠組本足場(手摺先行)　　・ くさび緊結式足場

[2.3.1]

[2.3.1]

[2.3.2]

[2.4.1]

[2.4.1]

[2.4.1]

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　※ 図示

・ 既存建物内の一部を使用する

[2.3.1]

[2.3.1]

・ その他の備品（　　　　　　　　　　　）

５　表示板 ※ 設置する（明石市指定様式（900×600）） [2.4.1]

（ただし、請負代金1000万円以上かつ契約工期90日以上の工事に限る）

構内既存施設　　・ 利用不可　　・ 利用可（・ 有償　・ 無償）

構内既存施設　　・ 利用不可　　・ 利用可（・ 有償　・ 無償）

６　工事用水

７　工事用電力

８　仮設物撤去等

１　施工一般

[2.5.1]※ 原形に復する

降雨等に対する養生方法

※ 3.1.3(5)による　　・ 図示

[3.1.3]３

防

水

改

修

工

事

処理

２　既存防水層の 既存保護層の撤去

・ 行う（範囲　※ 図示による　・　　　　　　　　　　　）

・ 行わない

既存防水層の撤去

・ 行う（範囲　※ 図示による　・　　　　　　　　　　　）

・ 行わない

改修用ドレン [3.2.5]

・ 設ける（P0AS,P0ASI,P0D,P0DI,P0S,P0SI,P0X工法の場合、

・ 設けない

既存下地の補修及び処置 [3.2.6]

補修箇所の形状、長さ、数量等　　※ 図示

ひび割れ部の処置　　※ 図示

欠損部、浮き部、ぜい弱部の処置　　※ 図示

下地調整材　　※ 図示　　・ C-2　　・ CM-2

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 [3.2.6]

既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等の処理

※ 図示 [3.2.6]

架台廻り等の処理　　※ 図示　　・ 監督員と協議 [3.2.6]

主防水材製造所の仕様による）

・ 行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X　）

・ 行わない

※ 表3.3.3～表3.3.9による　　・ 図示

※ 表3.3.3～表3.3.9による　　・ 図示

※ 図示　・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　L-30×15×2.0（㎜）

※ 図示  ・ 25    ・ 　

乾式保護材

３　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 [3.1.4][表3.1.1][3.3.3][表3.3.3～3.3.10]

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ  [3.3.2]

[表3.3.3～3.3.9]

[表3.3.3～3.3.9]

 [3.3.2]

押え金物  [3.3.2]

 [3.3.2]

屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材の種類及び厚さ  [3.3.2]

屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材の厚さ

・ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材(2種1号又は2号の場合、透湿係数を除く

※ 図示　・ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材　・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材　  ・ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

絶縁用シートに使用する材料 [3.3.2]

※ 図示 ・ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ(0.15㎜以上) ・ ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ(70g/㎡程度)

　　　　　　　　　　　JIS A 9521の規格に準ずるもの)

[3.3.2]

 ・ Ⅱ類

 ※ Ⅰ類

　 (窯業系ﾊﾟﾈﾙ)

・ 金属複合板

・ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板

摘要

・ 無石綿に限る※ 15×

・ 　×

※ 12×

寸法(㎜)：厚さ×幅種　　類

れんが [3.3.2]

脱気装置の種類及び設置数量 [3.3.3]

※ 図示 ・ 普通れんが ・ 化粧れんが

※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の指定による　・ 図示 

２

特記事項

改修工事特記仕様書(1)
(2024年6月改定)

調査範囲及び調査方法　　※ 図示

調査により既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※ 図示

濃度測定

測定対象化学物質

測定時期

・ 工事着手前　　・ 工事完成時　　・ 工事着手前及び完成時

※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ　　※ ﾄﾙｴﾝ　　※ ｷｼﾚﾝ　　・ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　　※ ｽﾁﾚﾝ

測定方法

※ﾊﾟｯｼﾌﾞ採取機器（ｻﾝﾌﾟﾗｰ）を使用し、分析機関にて分析

化学物質の濃度基準値

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ100μg/m3（0.08ppm）　ﾄﾙｴﾝ260μg/m3（0.07ppm）

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ3800μg/m3（0.88ppm）　ｽﾁﾚﾝ220μg/m3（0.05ppm）

　 ことは不可のため、基準値以下になるまで再測定を行うこと。

※ 完成図

完成図作成に当たっては、CADデータ修正によること。

完成図の種類及び記入内容は、設計図同等とする。

完成図には、各図面の右下に「完成図」と明記すること。

提出物

・ 二つ折り製本２部（表紙及び背表紙に黒文字印刷で「工事完成

　 と明記）

　 年度、工事名称、設計者名、受注者名」を記入の上、「完成図」

※ JWW形式CADデータ

※ 保全に関する資料　　・ １部　　※ ２部

※ 化学物質濃度が基準値を超えている場合は、工事部分を引渡す

測定箇所数　　（　　　）箇所

※ PDF形式データ（印刷物をスキャンしたものは不可）

[1.9.1～1.9.3][表1.9.1]

[1.7.9]

[1.6.2]

[1.6.3]

10　石綿含有建材

の調査 既存の石綿含有建材の調査報告書の貸与等　　・ 貸与する

・ 定性分析　　・ 定量分析

分析による石綿含有の調査を行う場合の分析方法

[1.5.1]

[1.5.1]

[1.5.1]

11　施工数量調査

13　化学物質の

14　完成図等

15　施工図等の

16　工事写真

17　完成写真

18　設備工事との

19　設計GL

20　交通誘導員

仮

設

工

事

保
護
防
水

・P2A

・P1B

防水改修

工法の種類

・BI-1 ・BI-2

・AI-1 ・AI-2 ・AI-3

・A-1  ・A-2  ・A-3

・B-1  ・B-2

新規防水層の種別施工箇所
立上り部の

保護工法

・

・

・

・

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ写真(ｶﾗｰ,100万画素程度,1200×900pix程度,JPEG)　

(記録紙は裏写りが無ければ両面印刷可。)

記録紙　　※ｺﾋﾟｰ用紙(68g/㎡以上)　・その他(　　　)

ｷｼﾚﾝ200μg/m3（0.05ppm）　ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ240μg/m3（0.04ppm）

・P1BI

・P2AI

屋内

防水

露
出
防
水

・P2E

・P1E

・M4DI

・M3DI

・P0DI

・P0D

・M3D
・D-1  ・D-2

・DI-1 ・DI-2

 仕上げ塗料塗り

 ※有(・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ)

・E-1  ・E-2 ・保護層を設ける

・C-1  ・C-2  ・C-3

・C-4
・M4C

章 項 目 特 記 事 項

１　適用基準等

一

般

共

通

事

項

１ ※建築工事標準詳細図(令和4年改訂)

(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修)

(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修)

(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修)

(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修)

※営繕工事写真撮影要領(令和5年改訂)

※建築構造設計基準(令和3年改訂)

・構内舗装・排水設計基準(平成27年制定)

※ 垂直積雪量　30㎝

※ 地表面粗度区分（・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）

係

長
長
課

担
当

特記事項
製作年月日

課

長

図面名称

工事名称担

当

縮尺

明石市都市局住宅･建築室営繕課
図番

当初・変更・完成

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事(仮称 )上下水道庁舎建設工事

-2025年 8月

測定対象室　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1

2

平
尾

出
口

[1.7.2]12　技能士

適用する技能検定の職種 作業の種別

仮設工事

木工事

金属工事

建具工事

塗装工事

内装工事

防水工事

石綿含有建材の調査範囲　　※ 図示　・改修範囲

※ 要（・図示　・延べ　　人　）

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

RA-01

A-03参照

1階 仮眠室

1



ｼｰﾘﾝｸﾞ材の接着性試験

ただし試験成績書を監督員に提出し、承諾を得た場合は省略できる

※ 簡易接着性試験　・ 引張接着性試験

・ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

・ｼｰﾘﾝｸﾞ充填工法

仕上塗料の使用量は、製造所の仕様による

※ 図示 　・

※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の指定による　・ 図示

※ 図示　・ 貯水槽、浴槽等常時水に接する部位

※ 図示 　・

[3.3.3]仕上げ塗料の種類及び使用量

E-1の工程3を行う部位　 [3.3.3]

屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回り及び立上り部周辺の

断熱材の張りじまい位置 [3.3.4]

[3.3.5]保護ｺﾝｸﾘｰﾄの厚み

[3.3.5][表8.1.5]

[3.3.5]

４　改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 [3.1.4][表3.1.1][3.4.3][表3.4.1～3.4.3]

※ 図示 　・

ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上がりの平たんさ

※ a種　　・ b種　　・ c種

屋上排水溝の設置

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類及び厚さ

※ 表3.4.1～表3.4.3による　　・ 図示 [表3.4.1～3.4.3]

[3.4.2]

粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ及び部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類

及び厚さ [3.4.2]

※ 表3.4.1～表3.4.3による　　・ 図示 [表3.4.1～3.4.3]

押え金物

※ 図示　・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　L-30×15×2.0（㎜）

[3.4.2]

屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材の種類及び厚さ [3.4.2]

・ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材(2種1号又は2号の場合、透湿係数を除く

※ 図示　・ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材　・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材　 ・ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

　　　　　　　　　　　JIS A 9521の規格に準ずるもの)

脱気装置の種類及び設置数量 [3.4.3]

※ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の指定による　・ 図示

防湿用ｼｰﾄの設置 [3.4.3]

※ 図示 ・

仕上塗料の使用量は、製造所の仕様による

３

防

水

改

修

工

事

※ 表3.5.1～表3.5.3による　　・ 図示

・S-C1

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 防水改修

工法の種類
施工箇所 新規防水層の種別

[3.1.4][表3.1.1][3.5.2][3.5.3][表3.5.1～3.5.3]

・S4S

・S3S

・M4S

・S-F1 ・S-F2

・S-M1 ・S-M2

・S-F1 ・S-F2

・S-M1 ・S-M2

・P0SI

・S4SI

・SI-F1 ・SI-F2

・SI-M1 ・SI-M2

・S3SI ・SI-F1 ・SI-F2

・M4SI ・SI-M1 ・SI-M2

断
熱
工
法

・P1S

仕上塗料の使用量は、製造所の仕様による

※ 発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ　　・ 図示

[3.5.2]

ルーフィングシートの種類及び厚さ [3.5.2][表3.5.1～3]

絶縁用ｼｰﾄ及び可塑剤移行防止用ｼｰﾄの材質

固定金具の材質、形状及び寸法

・ 図示

[3.5.2]

　 両面に樹脂を積層加工したもので、厚さ0.4㎜以上のもの

※ 防錆処理鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは

断熱工法に用いる断熱材の種類及び厚さ [3.5.2]

※図示　　・厚さ　　　㎜　・材質　　　　　

※図示　　・厚さ　　　㎜　・材質　　　　　

・接着工法

・機械的固定工法

[3.5.3]脱気装置の種類及び数量

※図示　　・種類　　　　　　　・数量　　　　　

５　合成高分子系

・　

防湿ﾌｨﾙﾑの設置 [3.5.3]

※図示　　・設置する　　　・設置しない　

[3.5.3]

※図示　　・　　　　　㎜

接着工法のﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地の場合の目地処理

※図示　　・　　　　　

S-F1・SI-F1のﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地の入隅部の増張り

機械式固定工法による一般部ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの張付け

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

※V0=34 m、地表面粗度区分(・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ)で風圧力に

　　対する固定金具の配置図及び構造計算書を提出

保護ﾓﾙﾀﾙの塗厚

立上がり部の保護ﾓﾙﾀﾙ塗厚 [3.5.4]

[3.5.4]

[3.5.4]

[3.5.4]

※図示　　・　　　　㎜

※図示　　・幅　　　　㎜以上

密
着
工
法

・AS-T1

・AS-T2

・AS-J2

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

・AS-J3

・M3AS

・POAS

絶
縁
工
法

断
熱
工
法

・M3ASI

・M4ASI

・P0ASI

防水改修

工法の種類

・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ

・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ

・ASI-T1

・ASI-J1

・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ

・M4AS

新規防水層

の種別
仕上塗料施工箇所

６　塗膜防水

防水改修

工法の種類

[3.1.4][表3.1.1][3.6.3][表3.6.1～3.6.3]

・P0X

・L4X

・P1Y

・P2Y

施工箇所 新規防水層の種別

・X-1 ・X-2 ・X-1H ・X-2H

・X-1 ・X-2 ・X-1H ・X-2H

※Y-2

※Y-2

[3.6.3]P1Y工法及びP2Y工法における保護層

・設ける(・保護ﾓﾙﾀﾙ　・保護ｺﾝｸﾘｰﾄ)　・設けない　　

[3.3.3][3.4.3][3.5.3][3.6.3]

設置箇所 種類 設置数量（各種防水共通）

・ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂　　・ ABS樹脂 ※ 主材料の製造所の仕様による。
・ 平場

・ ｽﾃﾝﾚｽ　　・ 鋳鉄 ・（　　　）㎡に１箇所

・ 合成ｺﾞﾑ　　・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂 ※ 主材料の製造所の仕様による。
・ 立上り

・ ｽﾃﾝﾚｽ　　・ 銅 ・（　　　）㎡に１箇所

７　脱気装置

（各種防水共通） ※ 保証開始日は、「工事完成日の翌日」とする。

※ ｱｸﾘﾙ板（200×150×3.0）にｴｯﾁﾝｸﾞ文字書込み、SUSﾋﾞｽ留め

　 防水種別、商品（工法）名、施工箇所、保証期限を明記）

※ 工事名称、受注者名、施工業者名、使用材料メーカー名、

※ 三者連名による防水保証期間　　※ 10年　　・ 5年

※ 取付箇所は、監督職員との協議による。

８　防水保証

10　シーリング [3.1.4][表3.1.2][3.7.4～7]

改修工法の種類 施工箇所

　※図示　・　

　※図示　・　

　※図示　・　

　※図示　・　・ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法

・拡幅ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

[3.7.3]

[3.7.4]

[3.7.8]

目地寸法　　※ 図示　・　　　×

[3.7.2][表3.7.1]

※下表以外は、改修標仕表3.7.1を標準とする

施工箇所

　※図示　・　

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類(記号)

　※図示　・　

2成分形ｼｰﾘﾝｸﾞ材のｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ　　※ 要　　・ 不要

といの材種等　　※ 図示 [3.8.2][表3.8.1]

とい受金物及び足金物の材種、形状及び取付け間隔

※ 表3.8.2による　　・ 図示 [3.8.2][表3.8.2]

11　とい

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法 [3.8.3]

※ 図示

[3.8.3]ルーフドレンの取付け　　※ 図示

鋼管製といの防露巻き

※ 表3.8.4による　　・ 図示

[3.8.3]

[3.8.2][表3.8.3]

※ 表3.8.3による　　・ 図示

防露に用いる材料

笠木

12　アルミニウム製 構成部材による種類 [3.9.2][表3.9.1]

[3.9.2]

[3.9.2]

[3.9.2][表5.2.2]

[3.9.3]

[3.9.3]

[3.9.3]

板材折曲げ形の場合の笠木本体幅　　※ 図示

板材折曲げ形の場合の笠木本体板厚　※ 2.0㎜　・ 図示

笠木本体の材料の表面処理

・ AB-1種　　・ AB-2種　　・ AC-1種　　・ AC-2種　　

・ BA-1種　　・ BA-2種　　・ BB-1種　　・ BB-2種　　

・ BC-1種　　・ BC-2種　　・ C種

既存笠木等の撤去及び新規ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木の下地の補修の工法

※ 図示

笠木（板材折曲げ形）の取付け方法　　※ 図示

建築基準法に基づく風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※ 図示

・ ｵｰﾌﾟﾝ形式

・ 押出250形　・ 押出300形　・ 押出350形　・ 板材折曲げ形

・ ｼｰﾙ形式（板材折曲げ形）

９　防水施工標識

１　施工数量調査 調査範囲　　※ 外壁改修範囲全面　　・ 図示

目視及び打音調査等により、ひび割れ、欠損、浮き等、劣化種別

（壁面への表示方法及び写真撮影方法は、集計表との比較が

　容易に行えるよう工夫すること）

調査報告書の提出部数　　※ １部

[1.6.2]

※ 調査内容

ごとに色分け、付番し壁面にスプレーで表示すること。幅、長さ、

範囲、ピン本数等を黒板等に表示の上、写真及び集計表等を調査

報告書として整理し、提出すること。併せて、ひび割れ部の挙動、

漏水及び錆汁の有無を調査する。

２　外壁改修工法の

種類と適用

施工箇所、施工内容、数量等及び上記の施工数量調査に基づき、適

切な改修工法の選定を行い、監督員と協議の上、適用範囲を決定し

施工すること。

なお、設計と大幅な差異が認められた場合は、事前に監督職員と協

議すること。

外
壁
改
修
工
事
共
通
事
項

４
　
１

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

１　ひび割れ部改修

工法

[4.1.4][4.2.5]４
　
２

注入状況の確認 [4.2.5]

[4.2.5]

・ 樹脂注入工法

充填材料 種別 備考

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・ 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

※ １成分形又は2成分形

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

※行わない　・行う

[4.1.4][4.2.4][4.2.6]

・ ｼｰﾙ工法

ｼｰﾙ材料

・ ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A 6024)　

・ 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A 6024)

[4.1.4][4.2.4][4.2.8]

[4.1.4][4.2.4][4.2.7]

充填材料

２　欠損部改修工法

※ 実施しない

抜取り部分の補修方法

・ ｺｱ抜き取り（・ 長さ500mごと及びその端数につき1個　・ 図示）

※ 充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　・ 図示

・ ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ(JIS A 6024)　・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

４
　
３

外
壁
改
修
工
事
　
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

ﾓﾙﾀﾙを撤去しない場合

・ ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A 6024)　

・ 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A 6024)

１　ひび割れ部改修

工法

・ 樹脂注入工法

充填材料 種別 備考

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・ 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

※ １成分形又は2成分形

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

※行わない　・行う

・ ｼｰﾙ工法

ｼｰﾙ材料

[4.1.4][4.2.7][4.3.5][4.3.8]

[4.1.4][4.2.6][4.3.5][4.3.7]

２　欠損部改修工法 ・ 充填工法

充填材料

[4.1.4][4.2.8][4.3.5][4.3.9]

・ ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ(JIS A 6024)　・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

・ ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法 [4.1.4][4.3.5][4.3.10]

材料

・ 現場調合材料

既製目地材の適用及び形状

※適用する（形状　※ 図示　　・　　　　　　　　　　）　　

仕上げ厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の処置

※ 既調合材料(JIS A 6916)

・ 図示　　　　　　　　　　　　

※ ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを縦横200㎜程度の間隔で打込み、ｽﾃﾝﾚｽﾗｽ等を

　 張る。　　　　　　　　

[4.1.4][4.3.5][4.3.11～16][表4.3.3,6]

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・

改修工法の種類
注入量

(ml/箇所)一般部 一般部指定部 指定部

※16

・

※13

※13

※25

※20

※20

※12

※12

※20

※20

※25

※25

※50

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・ ・ ・ ・・

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡) 注入口の箇所数(箇所/㎡)

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ [4.3.5]

材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ねじ切り加工したもの

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

・機械式ｴﾎﾟｷｼ

※ 130

※ 40　・

※ 70　・

※ 130　・

注入量

(ml/m)

注入口間隔

(mm)

※ 200～300

※ 50～100

※ 100～200

※ 150～250

ひび割れ幅

(mm)

0.2以上～1.0以下

0.2以上～0.3以下

0.3超え～0.5以下

0.5超え～1.0以下

　 樹脂注入工法

　 樹脂注入工法

　 樹脂注入工法

工法の種類

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

・機械式ｴﾎﾟｷｼ

※ 130

※ 40　・

※ 70　・

※ 130　・

注入量

(ml/m)

注入口間隔

(mm)

※ 200～300

※ 50～100

※ 100～200

※ 150～250

ひび割れ幅

(mm)

0.2以上～1.0以下

0.2以上～0.3以下

0.3超え～0.5以下

0.5超え～1.0以下

　 樹脂注入工法

　 樹脂注入工法

　 樹脂注入工法

工法の種類

４
　
４

１　既存ﾀｲﾙ張りの撤去 ・ 外壁ﾀｲﾙ張り全面　　※ 図示の範囲

撤去範囲　※ 下地ﾓﾙﾀﾙまで　・ 張付けﾓﾙﾀﾙまで

２　ひび割れ部改修工法 改修箇所　※ 既存ﾀｲﾙ張り面

　　　　　・ 既存ﾀｲﾙ撤去面(・ ｺﾝｸﾘｰﾄ面　・ ﾓﾙﾀﾙ面)

・ 樹脂注入工法 [4.1.4][4.2.5][4.4.2,6]

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル

張
り
仕
上
げ
外
壁

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

・機械式ｴﾎﾟｷｼ

※ 130

※ 40　・

※ 70　・

※ 130　・

注入量

(ml/m)

注入口間隔

(mm)

※ 200～300

※ 50～100

※ 100～200

※ 150～250

ひび割れ幅

(mm)

0.2以上～1.0以下

0.2以上～0.3以下

0.3超え～0.5以下

0.5超え～1.0以下

　 樹脂注入工法

　 樹脂注入工法

　 樹脂注入工法

工法の種類

注入材料

※ 建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂

(JIS A6024低粘度形又は中粘度形)

[4.4.5]

[4.1.4][4.2.5][4.3.2][4.3.6]

特記事項

改修工事特記仕様書(2)
(2024年6月改定)

・POS ・ Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

・ 充填工法

・ Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

３　浮き部改修工法

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類及び施工箇所

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

(仮称 )上下水道庁舎建設工事(仮称 )上下水道庁舎建設工事

屋上機械基礎

RA-02平
尾

出
口

係

長
長
課

担
当

課

長

担

当

特記事項
製作年月日

図面名称

工事名称

縮尺 図番
-2025年 8月明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成



11　重量シャッター

・ﾀｲﾙ部分張替え工法

・ﾀｲﾙ張替え工法

３　欠損部改修工法 [4.1.4][4.4.7]

[4.4.5]

[4.1.4][4.4.8]

[4.4.5]

[4.4.8][表4.4.2]

　　接着剤の種類

　　※ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　　・ JIS A 5567に基づく一液反応硬化型変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系

　　張替え面積が0.25㎡を超えるときは、監督員との協議による。

　　張替え用材料

　　・ JIS A 5567に基づく一液反応硬化型変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系

　　・ 張付けﾓﾙﾀﾙ( ・ 現場調合材料　・ 既調合ﾓﾙﾀﾙ )

伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地

位置　※改修標仕 表4.4.2による　　・ 図示

４
　
４

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル
 張
り
仕
上
げ
外
壁

４　浮き部改修工法 ・ﾀｲﾙを撤去しない場合[4.1.4][4.4.4～5][4.4.9～15][表4.3.5～6]

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・

改修工法の種類
注入量

(ml/箇所)一般部 一般部指定部 指定部

 ※16

 ・

 ※13

 ※13

 ※25

 ※20

 ※20

 ※12

 ※12

 ※20

 ※20

 ※25

 ※25

 ※50

 ・

 ・

 ・  ・

 ・  ・

 ・  ・

 ・  ・

 ・

 ・

 ・  ・  ・  ・ ・

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡) 注入口の箇所数(箇所/㎡)

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ねじ切り加工したもの

[4.4.5]

５　ﾀｲﾙ張り ﾀｲﾙの種類

施工場所・用途
形状寸法

(㎜)
備考

耐凍害性 うわぐすり 役　物 色

有 無 施釉無釉 有 無 標準特注

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

備考欄に記載された商品名等は、品質の程度を示すための参考商品名とする。

役物：標準的な曲がり(小口、標準、二丁、屏風)の役物は一体成型とする。

ﾀｲﾙの見本焼き　　※ 行わない　　・ 行う

６　目地改修工法 ・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮調整目地改修工法

伸縮調整目地の位置及び寸法　　　　・ 図示　　　・ 

[4.1.4][4.4.16]

[4.1.4][4.4.16]

ﾓﾙﾀﾙを撤去しない場合 [4.5.4][表4.5.4～7]

※下地調整塗材　　　　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ [4.5.2][4.5.4]

種類、仕上げの形状、工法 [4.1.5][4.5.2][表4.5.1～2]

防火材料の指定 [4.5.2]

　・建築基準法に基づく指定又は認定を受けた材料とする。

１　既存塗膜の除去

　　及び下地処理

２　下地調整

３　仕上げ塗材

種　　類 呼　び　名 仕上げの形状

・薄付け仕上げ塗材※外装薄塗材E ※砂壁状　・着色骨材砂壁状

・

・複層仕上げ塗材 ・複層塗材CE ・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状

・複層塗材E 対候性　※耐候型3種　・耐候型2種

・防水型複層塗材E 上塗材

・ 　溶剤　※水系　・溶剤系

・ 　樹脂　※ｱｸﾘﾙ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

・ 　外観　※艶有　・艶無　・ﾒﾀﾘｯｸ

・ 　防水型の増塗材　※行う

工　法 処　理　範　囲 下地ひび割れ部等の補修

・ｻﾝﾀﾞｰ工法 ※既存仕上げ面全体　・　　　 ・ひび割れ部改修工法

※高圧水洗工法 ※既存外装薄塗材仕上げ面 30MPa ・浮き部改修工法

※既存防水型複層塗材仕上げ面 15MPa ・欠損部改修工法

・塗膜剥離剤工法 ※既存仕上げ面全体　・　　　

・水洗い工法 ※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

・

４
　
５

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁
等

４　ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り マスチック塗材塗りの種別　　・ A種　　・ B種

５　外壁用塗膜防水材

　　塗り

外壁用塗膜防水塗り [4.1.5][4.7.2][4.7.3][表4.7.1]

　下地挙動緩衝材の適用　・適用する　　・適用しない

仕上げの形状　　・　　　　工法　・　

外壁用仕上塗材の対候性　・JIS A 6909の耐候型1種相当　・　

　吹付け工法の模様材の種類　・　　　　　　　・所要量　　　[㎏/㎡]

　外壁用仕上塗料の種類　　　・　　　　　　　・所要量　　　[㎏/㎡]

　増塗材　　※行う

[4.7.2]

既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、本特記仕様書4-5による

ﾓﾙﾀﾙ面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、本特記仕様書4-3による

ｺﾝｸﾘｰﾄ面のひび割れ部及び欠損部の処理は、本特記仕様書4-2による

５
１　共通事項

建

具

改

修

工

事

既存建具の新規建具への改修工法

・ かぶせ工法　　・ 撤去工法

新規建具を設ける壁部分の開口の開け方及び新規建具周囲の

防火戸の指定　　・ 図示

防火戸の連動装置

・ ヒューズ装置　　・ 熱感知器　　・ 煙感知器

[5.1.3]

[5.1.4]

[5.1.4]

[5.1.5]

[5.1.5]

[5.1.7]防犯建物部品の適用　　・ 適用する

建具見本の製作　　※ 不要　　・ 要

特殊な建具の仮組　　※ 不要　　・ 要

外部に面する建具の種別 [5.2.2][表5.2.1]

・ A種　　・ B種　　・ C種

防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級　　※ 図示

断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級　　※ 図示

耐震ドアとする場合の面内変形追随性の等級　　※ 図示

防虫網の材質 [5.2.3]

２　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

補修工法並びにその範囲　　※ 図示 [5.1.3]

・ 合成樹脂製　　・ ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　　※ SUS製

アルミニウムの表面処理

種別　　・ AB-1種　　・ AB-2種　　・ AC-1種　　・ AC-2種

　　　　・ BA-1種　　・ BA-2種　　・ BB-1種　　・ BB-2種

　　　　・ BC-1種　　・ BC-2種　　・ C種

[5.2.4][表5.2.2]

結露水の処理方法　　※ 図示 [5.2.4]

[5.2.5]水切り、ぜん板等の仕様等　　※ 図示

外部に面する建具の種別

・ A種　　・ B種　　・ C種

内部建具の性能等級及び枠見込み寸法等　　※ 図示 [5.3.2]

・ T-A種　　・ T-B種

外部に面する防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼの遮音性の種別 [5.3.2][表5.3.2]

内部の防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼの遮音性の等級　　※ 図示

[5.3.2][表5.3.2]

外部に面する断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼの遮音性の種別

・ H-A種　　・ H-B種　　・ H-C種

[5.3.2][表5.3.3]

[5.3.3]

[5.3.3]ガラスの種類　　※ 複層ガラス　　・ 図示

建具の枠の見込み寸法　　※ 図示 [5.3.4]

[5.3.2][表5.3.1]

[5.3.4]

３　樹脂製建具

表面色　　※ 標準色　　・ 特注色

[5.4.2][表5.4.1]簡易気密型ドアセット　　・ 適用する

外部に面する建具の耐風圧性

・ S-4　　・ S-5　　・ S-6

[5.4.2][表5.2.1]

防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級　　※ 図示

断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級　　※ 図示

耐震ドアとする場合の面内変形追随性の等級　　※ 図示

ステンレス鋼板の種類 [5.4.3][5.6.3]

４　鋼製建具

・ SUS304　　・ SUS430J1L　　・ SUS443J1　　・ 図示

防虫網の線径及び網目（㎜）

※ 図示

・ 線径0.25以上、網目寸法16～18ﾒｯｼｭ（合成樹脂製の場合）

[5.2.3]

防鳥網の適用　　・ 適用する [5.2.3]

建具の枠の見込み寸法

※ 表5.2.1による（外部に面する建具）　　・ 図示

[5.2.4][表5.2.1]

[5.2.4]

※ 図示

内部の断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼの遮音性の等級 [5.3.2][表5.3.3]

網戸、防虫網等　　※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の項に準ずる

鋼板の厚さ　　※ 表5.4.2による　　・ 図示 [5.4.4][表5.4.2]

ただし、１枚の戸の有効開口幅が950㎜又は有効高さが2,400㎜を

５　鋼製軽量建具

超える片開き、親子開き及び両開き戸を除く。

防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級　　※ 図示

断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級　　※ 図示

耐震ドアとする場合の面内変形追随性の等級　　※ 図示

ステンレス鋼板の種類

・ SUS304　　・ SUS430J1L　　・ SUS443J1　　・ 図示

[5.5.3][5.6.3]

召合せ、縦小口包み板等の材質

※ 鋼板　　・ ステンレス鋼　　・ アルミニウム合金

[5.5.3]

ただし、SUS430は屋内に限る。

・ 適用する

簡易気密型ドアセットの気密性の等級（A-3） [5.5.2]

[5.5.4][表5.5.1]鋼板の厚さ　　※ 表5.5.1による　　・ 図示

超える片開き、親子開き及び両開き戸を除く。

ただし、１枚の戸の有効開口幅が950㎜又は有効高さが2,400㎜を

６　ｽﾃﾝﾚｽ製建具 簡易気密型ドアセット　　・ 適用する

・ S-4　　・ S-5　　・ S-6

[5.6.2][表5.4.1]

[5.6.2][表5.2.1]外部に面する建具の耐風圧性

防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級　　※ 図示

断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級　　※ 図示

耐震ドアとする場合の面内変形追随性の等級　　※ 図示

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の種類

・ SUS304　　・ SUS430J1L　　・ SUS443J1　　・ 図示

[5.6.3]

表面仕上げ　　※ HL　　・ 図示 [5.6.4]

ただし、SUS430は屋内に限る。

[5.6.5]ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の曲げ加工　　※ 普通曲げ　　・ 角出し曲げ

特記事項

(2024年6月改定)

７　木製建具 材料

含水率　　※A種　　・B種 [5.7.2]

ﾌﾗｯｼｭ戸

表面材のホルムｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆

表面材の種類　※建具表による

[5.7.2～4][表5.7.3,6～7]

　　　　　　難燃性による区分　　　　※建具表による

MDFﾎﾞｰﾄﾞ　　表裏面の状態による区分　※建具表による

　　　　　　曲げ強さによる区分　　　※建具表による

　　　　　　接着剤による区分　　　　※建具表による

かまち戸

かまち及び鏡板の樹種　※建具表による

ふすま

種別及びふすま紙の上張りの種類　※建具表による

接着剤

接着材のホルムｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆

枠及びくつずりの材料　　※建具表による

※建具表に上記項目の記載が無い場合はﾒｰｶｰ仕様による。

工法

ふすまのふちの工法　　※建具表による

８　建具用金物 金物の種類及び見え掛り部の材質 [5.8.2][表5.8.1]

※ 表5.8.1による　　・ 図示（表5.8.1中の＊の適用共）

金属製建具の丁番の枚数及び大きさ　　※ 表5.8.2による　・ 図示

木製建具の丁番の枚数及び大きさ　　　※ 表5.8.4による　・ 図示

握り玉、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、押板類、ｸﾚｾﾝﾄ等の取付け位置　　※ 図示

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰｷｰ　　・ 製作する

ﾏｽﾀｰｷｰ　　・ 製作する　　・既存ﾏｽﾀｰｷｰ合わせを行う

[5.8.4]

樹脂製建具の丁番の枚数及び大きさ　　※ 表5.8.3による　・ 図示

９　自動ﾄﾞｱ開閉装置

[5.9.2][表5.9.1]

※ 表5.9.1による　　・ 図示

※ 表5.9.2による　　・ 図示

引き戸用駆動装置の性能

[5.9.2][表5.9.2]

[5.9.2][表5.9.3]検出装置の性能

※ 表5.9.3による　　・ 図示

[5.9.2]戸の開閉方式　※ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ　・ｽｲﾝｸﾞﾄﾞｱ

車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能

引戸装置

自閉式上吊り引戸装置の性能

シャッターの種類

・ 屋内用防火シャッター　　・ 防煙シャッター

・ 管理用シャッター　　・ 外壁用防火シャッター

開閉方式

障害物感知装置の設置箇所　　※ 図示

10　自閉式上吊り [5.10.3][表5.10.1]

※ 表5.10.1による　　・ 図示

[5.11.2]

[5.11.2]

[5.11.2][表5.11.1]

※ 電動式（手動併用）　　・ 手動式

安全装置の設置箇所　　※ 図示 [5.11.2]

[5.11.2]

鍵札数量　※錠前1組に2枚　　・錠前1組に　枚

鍵箱　　市販品(鋼製)　　・30組用　　・60組用　　・120組用

危害防止機構 [5.11.2]

※ 危害防止装置　　　・ 可動座板式

※「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」に

　 定める基準に適合するもの

・ 設置する

管理用ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽの設置 [5.11.2]

スラット及びシャッターケース用鋼板の種類

・ JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

スラット及びシャッターケース用鋼板のめっきの付着量

※ Z12又はF12を満足するもの　　・ 図示

[5.11.3]

[5.11.3]

開閉方式

耐風圧強度　　※ 図示

保護装置（電動式）の場合の障害物感知装置の設置箇所

※ 図示

・ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

スラットの材質及びめっき付着量

・ JIS G 3322（塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

※ Z06又はF06を満足するもの　　・ 図示

※ AZ90を満足するもの　　・ 図示

スラットの形状

・ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形

12　軽量シャッター [5.12.2][表5.12.1]

・ 電動式（手動併用）　　※ 手動式

[5.12.2]

[5.12.2]

[5.12.3]

[5.12.4]

ドア

セクション材料による区分

収納形式による区分

・ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形　　・ ﾛｰﾍｯﾄﾞ形　　・ ﾊｲﾘﾌﾄ形　　・ ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

※ 図示

13　オーバーヘッド [5.13.2]

[5.13.2]

[5.13.2]

[5.13.2]

[5.13.2]

[5.13.2]

※ ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ　　・ ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ　　・ ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

開閉方式による区分

JIS A 4715による風圧力による強さの区分　　※ 図示

・ ﾊﾞﾗﾝｽ式　　・ ﾁｪｰﾝ式　　・ 電動式

電動式の場合の障害物感知装置の設置箇所

ガイドレールに使用する材料

※ 溶融亜鉛めっき鋼板(Z27)　　・ ステンレス鋼板

ガラスの種類、厚さ等

・ ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

・ 型板ｶﾞﾗｽ

・ 強化ｶﾞﾗｽ（学校用）

・ 強化型板ｶﾞﾗｽ（学校用）

・ 網入磨き板ｶﾞﾗｽ

・ 網入型板ｶﾞﾗｽ

・ 4　※ 5

・ 3　※ 4

※ 4　・ 5

※ 4

※ 6.8

※ 6.8

学校便所、更衣室

教室等一般居室

種類 厚さ（㎜） 特性等 使用箇所

ガラス留め材

※ ｼｰﾘﾝｸﾞ　　・ ｶﾞｽｹｯﾄ（※ ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形　　・ 図示）

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

※ 建具の製造所の仕様による　　・ 図示

熱線反射ガラスの映像調整　　・ 行う

※ 図示

ガラスブロックの表面形状、呼び寸法及び厚さ

壁用金属枠及び補強材　　※ 図示

力骨の材質、寸法及び形状

化粧目地モルタルの色　　※ 図示

シーリング材の種類　　※ 図示

金属製化粧カバーの材質、寸法及び形状　　※ 図示

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法　　※ 図示

・ 図示

※ 6m以下ごと　　・ 図示

伸縮調整目地（幅10～25㎜）の位置

伸縮調整目地部の横力骨の納まり

※ ガラスブロックの製造所の仕様による　　・ 図示

・ 図示

※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼（SUS304）径5.5㎜のはしご状複筋及び単筋

ガラスブロックの目地幅の寸法（㎜）

※ 8以上15以下（平積みの場合）

※曲率半径≧ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ幅×10、外側15以下、内側6以上

14　ガラス [5.14.2]

[5.14.2]

[5.14.3]

[5.14.4]

[5.14.5]

[5.14.5]

[5.14.5]

[5.14.5]

[5.14.5]

[5.14.5]

[5.14.5]

[5.14.5]

[5.14.5]

[5.14.5]

[5.9.2][表5.9.4]

・ 光線（反射）ｾﾝｻｰ　　・ 熱線ｾﾝｻｰ　　・ 音波ｾﾝｻｰ　・ 光電ｾﾝｻｰ　　

・ 電波ｾﾝｻｰ　　・ ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　・ 押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ　・ 車椅子使用者用便房ｽｲｯﾁ

凍結防止措置　　・ 行う [5.9.2]

引き戸用検出装置の種類

係
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・ 押え金物

10　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

[6.11.6]

特記事項

(2024年6月改定)

１　他の部位との

取合い等

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の

改修範囲　　・ 壁厚程度　　※ 図示 [6.1.3]

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

[6.1.3]・ 壁から両側600㎜程度　　※ 図示

[6.1.3]

２　既存床の撤去

及び下地補修

既存天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修

合成樹脂塗床の除去工法

欠損部又は下地ﾓﾙﾀﾙ撤去部の下地ﾓﾙﾀﾙ塗りの目地割り及び種類

[6.2.2]

[6.2.2]

・ 図示

[6.2.2]

６

内

装

改

修

工

事

浮き、欠損部等による下地ﾓﾙﾀﾙの撤去　　・ 撤去する

及び下地補修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 [6.3.2]３　既存壁の撤去

※ モルタル塗厚が25㎜を超える場合は、SUSアンカーピン@200

　 程度+SUS製ﾗｽ又はSUSなまし鉄線にて補強すること。

[6.5.1][表6.5.1][表6.5.2]見え掛り面の仕上げ程度の種別

[6.5.2][表6.5.3]

４　木下地等

・機械加工（・ A種　　・ B種　　・ C種）

・手加工(・H-A種　※ H-B種(内部造作材)　※ H-C種(下地材))

・ 機械的除去工法　　・ 目荒し工法

※ モルタル塗り（モルタル塗替え工法）　　・ 図示

※ 目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度、押し目地

機械加工の適用箇所　　※ 図示

木材の含水率　　※ A種　　・ B種

・ 既存のまま　　※ 図示

製材　　※ 特記がない場合は図示 [6.5.2]

「製材の日本農林規格」による製材

下地用針葉樹製材の等級　　※ 2級　　・ 図示 [6.5.2]

下地用針葉樹製材の樹種、寸法、形状、含水率、保存処理及び

材面の品質　　※ 図示 [6.5.2]

造作用針葉樹製材（板類）における等級 [6.5.2]

※ 上小節（枠、額縁、敷居、かもい、かまちの類の見え掛り面）

※ 小節（上記以外の部位）　　・ 図示

造作用針葉樹製材の樹種、寸法、形状、含水率、保存処理及び

材面の品質　　※ 図示 [6.5.2]

広葉樹製材の等級　　※ 1等　　・ 図示 [6.5.2]

広葉樹製材の含水率　　※ 10%以下　　・ 図示 [6.5.2]

広葉樹製材の樹種、寸法、保存処理及び材面の品質　　※ 図示

「製材の日本農林規格」以外の製材の樹種、寸法、材面の品質、

防虫処理及び含水率　　※ 図示 [6.5.2]

造作材の材面の品質の基準　　※ A種　　・ B種 [6.5.2][表6.5.4]

集成材等　　※ 特記がない場合は図示

「集成材の日本農林規格」による造作用集成材等

造作用集成材の品名、樹種、見付け材面数及び寸法　　※ 図示

造作用集成材の見付け材面の品質　　※ 1等　　・ 図示 [6.5.2]

化粧ばり造作用集成材の品名、樹種、化粧薄板の厚さ、寸法及び

見付け材面の品質　　※ 図示 [6.5.2]

「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材等

[6.5.2]

[6.5.2]

化粧ばり造作用集成材の樹種、寸法、化粧薄板の厚さ、見付け

材面の品質　　※ 図示 [6.5.2]

化粧ばり造作用集成材の含水率　　※ 15%以下　・ 図示 [6.5.2]

「単板積層材の日本農林規格」に基づく造作用単板積層材の品名、

寸法、表面の品質及び防虫処理　　※ 図示 [6.5.2]

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材の寸法、

表面の品質及び防虫加工　　※ 図示 [6.5.2]

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材の含水率

※ 14%以下　　・ 図示 [6.5.2]

「直交集成板の日本農林規格」による直交集成板の品面、曲げ強度

（強度等級）、種別、接着性能（使用環境）、樹種及び寸法

※ 図示 [6.5.2]

壁及び天井下地の木材　　※ 杉又は松　　・ 図示

・ 針葉樹

・ 図示

※ １類

※ ２等

・ ﾗﾜﾝ

・ ｼﾅ

・ 針葉樹

・ 図示

・ ﾗﾜﾝ

・ ｼﾅ

・ 針葉樹

・ 図示 ※ ２級

・ １級

（等級）

※ １類 ※ C-D

・ 図示

・ 図示

・ 塗装品

・ C-D

・ 図示

※ C-D

（針葉樹）

・ １等

（広葉樹）

・ １類

・ ２類

その他ﾎﾞｰﾄﾞ類

種類 耐水性、難燃性、厚さ等

・ ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・ MDF

・ 構造用ﾊﾟﾈﾙ

合板の種類、規格等　　※ 特記がない場合は図示

種類 単板の樹種名 接着の程度 板面の品質 防虫、難燃等

普通合板

ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用

合板

構造用合板

・ ﾗﾜﾝ

・ ｼﾅ

造作材化粧面の釘打ち

諸金物の形状、寸法及び材質

・ 図示

下地木材への防腐、防蟻処理

薬剤の加圧注入の適用部材及び保存処理性能区分　　※ 図示

表面処理用木材保存剤による処理　　・ 適用する

表面処理用木材保存剤の種類及び適用部材　　※ 図示

薬剤による処理方法　　※ [6.5.5]による　　・ 図示

薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理　　・ 行う

防虫処理　　・ 行う

間仕切軸組に用いる木材　　※ 杉又は松　　・ 図示

床組に用いる木材　　※ 杉又は松　　・ 図示

窓、出入口その他に用いる木材

※ ひのき（吊元枠、水掛りの下枠及び敷居）

※ 松又は杉（上記以外）　　・ 図示

※ ひのき　　・ 図示

縁甲板及び上がりがまちに用いる木材

※ 隠し釘打ち　・ 釘頭埋め木　・ つぶし頭釘打ち　・ 釘頭現し

[6.5.3]

[6.5.6]

[6.5.6]

[6.5.7]

[6.5.9]

[6.5.8]

※ 表6.5.5～7による(かすがい、座金、箱金物及び短冊金物)

５　軽量鉄骨

天井下地

野縁等の種類

※ 19形（屋内）　　※ 25形（屋外）　　・ 図示

屋外の野縁の間隔　　※ 図示

既存の埋込みインサート　　・ 使用する

あと施工アンカーの確認試験

20kg/㎡以内の天井に限る）　　・ 図示

吊りボルト間隔が900㎜を超える場合の補強　　※ 図示

天井のふところが1.5m以上の場合の補強

900㎜程度以下かつ天井面構成部材等の単位面積当たりの質量

確認強度　　※ 400N程度（ただし、吊りﾎﾞﾙﾄ受け等の間隔が

箇所数　　※ 当該階において３箇所（屋内）　　・ 図示（屋外）

屋外の野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔等　　※ 図示

[6.6.2][表6.6.1]

[6.6.3]

[6.6.4]

・ 図示

天井下地材における耐震性を考慮した補強　　※ 図示

※ 吊りボルトの水平補強、斜め補強を行う

　（天井のふところが3m以下の場合）

　※ 図示

屋外の軒、ﾋﾟﾛﾃｨ等の天井における耐風圧性を考慮した補強

スタッド、ランナーの種類

※ 表6.7.1による　　・ 図示

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　※ 図示

出入口及びこれに準じる開口部の補強

※ 6.7.4（５）による　　・ 図示

６　軽量鉄骨壁下地 [6.7.3][表6.7.1]

[6.7.3][表6.7.1]

[6.8.2]

ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ張り

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、 色柄 厚さ（㎜）

７　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、 ビニル床シート

種類の記号

性能等

特殊機能床材

※ 厚さ1.5㎜以上、高さ60㎜　　・ 図示

ビニル幅木（長尺タイプ）の厚さ及び高さ

ビニル床タイル

ゴム床タイル

色柄 種類 厚さ（㎜） 寸法（㎜）

ビニル幅木（長尺タイプ）の材質の種類　　※ 図示

下地の工法　　※ 図示

ﾓﾙﾀﾙ塗り下地、ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り下地及び木下地を除く

ビニル床シートの目地処理工法

※ 熱溶接工法　　・ 図示

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.3]

[6.8.3]

・発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

特殊機能床シート

・防滑性

・抗菌性

・帯電防止性

・耐動荷重性

・NC

※FS　・TS

・HS　・KS

・無地　・ﾏｰﾌﾞﾙ

・無地　・柄物

・無地　・ﾏｰﾌﾞﾙ

・凹凸模様

・ｱﾙﾐﾅ入

※2.0　・2.5

・2.8　・3.5

・2.0　・2.5

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・HT

・CT

・CTS

種類の記号 色柄 厚さ（㎜）

※2.0　・3.0

※2.0　・3.0

※2.0　・3.0

・帯電防止性床ｼｰﾄ

・帯電防止性床ﾀｲﾙ

・耐動荷重性床ｼｰﾄ

・防滑性床ｼｰﾄ

・視覚障碍者用床ﾀｲﾙ

８　カーペット敷き

帯電性（人体帯電圧３kV以下）　　・ 適用する [6.9.2]

織じゅうたんの接合方法

帯電性（人体帯電圧３kV以下）　　・ 適用する

厚さ（㎜） 工法

※ 全面接着工法

帯電性（人体帯電圧３kV以下）　　・ 適用する

※ 市松敷き（平場）　　※ 模様流し（階段）　　・ 図示

下敷き材

※JIS L 4406に基づく第２種第２号、呼び厚さ８㎜　　・ 図示

[6.9.2]

取付け用付属品

・ 見切り

材質 種類 形状

※ ヒートボンド工法　　・ つづり縫い

[6.9.3]

織じゅうたん

工法

種類

※ 500角 ※ 6.5

工法

※ 全面接着工法

種別 織り方 パイルの形状 色柄 工法

・A種

・B種

・C種

・三越織り

・二越織り

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・図示

※模様のない無地
※ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

・全面接着工法

※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ

ﾊﾟｲﾙの形状 ﾊﾟｲﾙ長（㎜）

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

ﾊﾟｲﾙの形状

※ 第一種

寸法(㎜) 総厚さ(㎜)

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの敷き方

弾性ウレタン樹脂系塗床の仕上げの種類９　合成樹脂塗床 [6.10.3][表6.10.5～7]

エポキシ樹脂系塗床の工法及び仕上げの種類

・ 薄膜流しのべ工法（・ 平滑　　・ 防滑）

・ 厚膜流しのべ工法（・ 平滑　　・ 防滑）

・ 樹脂モルタル工法（・ 平滑　　・ 防滑）

※ 合成樹脂発泡シート　　・ 図示

11　畳敷き 畳の種別

・ A種　　・ B種　　・ C種

・ D種（・ KT-Ⅰ　・ KT-Ⅱ　・ KT-Ⅲ　・ KT-K　・ KT-N）

[6.12.2][表6.12.1]

[6.11.5]

[6.11.2]

・単層

・複合

　 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

　 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・根太張り

・直張り工法

・接着工法

・12

・8

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ1等

・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ1等

・A種

・B種

・C種

・75×300

・75×500

・75×900

・303×300

・303×1800

・図示

※ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ　　・ つや消し仕上げ

・15

樹種 寸法(㎜) 厚さ(㎜)

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ裏面の緩衝材

　工法
※なら

・ぶな

[6.13.3]

[6.13.3][表6.13.3]

[6.13.3][表6.13.5]

12　せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、

その他ﾎﾞｰﾄﾞ及び

合板張り

化粧板の樹種名 接着の程度 厚さ 防虫処理

表面性能 接着の程度 厚さ 防虫処理化粧加工の方法

・ Fﾀｲﾌﾟ

・ FWﾀｲﾌﾟ

・ Wﾀｲﾌﾟ

・ SWﾀｲﾌﾟ

・ 1類

・ 2類

・ 3.2

・ 4.2

・ 6.0

・ 行う※ 図示

・ 2類

・ 1類
※ 図示 ・ 行う

特殊加工化粧合板

遮音シール材

・ ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ　　・ ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ　　・ ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ

軽量鉄骨下地及び木下地を除く下地の工法　　※ 図示

合板類の張付けの種別　　・ A種　　※ B種

せっこうボードの目地工法

・ 継目処理工法　　・ 突付け工法　　・ 目透し工法

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧せっこう吸音ﾎﾞｰﾄﾞ

・けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・木毛セメント板

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板

・普通合板

・構造用合板

天然木化粧合板

・ 15　　・ 20　　・ 25

・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・9.5(準不燃)

・12.5(不燃) 　・15.0(不燃)

・ﾀｲﾌﾟ2

・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ（・9　・12）

・化粧ﾎﾞｰﾄﾞ　・穴あきﾎﾞｰﾄﾞ

・凹凸ﾀｲﾌﾟ(・12　・15　・19)

・3.0　　・図示

[6.13.2][表6.13.1]

・DC

・DV ・DO

・RS ・VS

MDF

DR

※HW ・NW

0.8FK

GB-P

GB-D

GB-F

GB-S

GB-R

種類の記号 厚さ等種  類

種  類品 名 工 法

・ [6.5.2]床張り用合板等による。

・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

・ﾌﾟﾘﾝﾄ

・塗装

[6.13.2]

13　壁紙張り 壁紙の種類 [6.14.2]

・ 紙系　　・ 繊維系　　・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系　　・ 無機質系

壁紙の防火性能

・ 不燃（NM）　　・ 準不燃（QM）　　・ 難燃（RM）

・ RA種　　※ RB種　　・ RC種

・ RA種　　※ RB種　　・ RC種

モルタル面及びプラスター面の下地調整

コンクリート面の下地調整

せっこうボード面の下地調整

[6.14.2]

[6.14.3][表7.2.4]

[6.14.3][表7.2.5]

[6.14.3][表7.2.7]

・ RA種　　※ RB種　　・ RC種

現場で塗替える場合の下地及び塗装の仕様等　　※ 図示

造作用集成材の含水率　　※ 15%以下　　・ 図示

造作用集成材の樹種、寸法及び見付け材面の品質　　※ 図示

合板等の加圧注入による防腐、防蟻処理　　・ 行う

改修工事特記仕様書(4)

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

SUS 304 図示
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カーテン用きれ地の種別、品質及び特殊加工等

＜20.2.3＞

＜20.2.3＞

＜20.2.3＞

６

内

装

改

修

工

事

特記事項

[6.15.3]

[6.15.3]

[6.15.3]

[6.15.3]

[6.15.3]

[6.15.6]

14　モルタル塗り

15　タイル張り [6.16.2]

[6.16.2]

[6.16.3]

[6.16.3]

[6.15.5][6.16.3,4][表6.16.4,6]

[6.17.3]

＜20.2.6＞

＜20.2.6＞

＜20.2.6＞

＜20.2.2＞

設置区分　　・ 新設　　・ 既存再利用

既存再利用の場合の保管（養生）方法　　※ 図示

新設する場合の仕様等は、以下による。

形式　　・ 横形　　・ 縦形

横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの種類

※ ｷﾞﾔ式ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ　　・ ｺｰﾄﾞ式ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ　　・ 操作棒式ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

横形ブラインドの幅、高さ　　※ 図示

スラット幅（㎜）　　※ 25　　・ 図示

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製　　・ 樹脂製　　・ 木製　　・ 図示

スラットの材質

＜20.2.12＞

＜20.2.12＞

＜20.2.12＞

＜20.2.12＞

＜20.2.12＞

＜20.2.12＞

21　ブラインド

設置区分　　・ 新設　　・ 既存再利用

既存再利用の場合の保管（養生）方法　　※ 図示

新設する場合の仕様等は、以下による。

＜20.2.14＞

及びｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ※ カーテン、暗幕カーテンの場合はタッセル共

＜20.2.14＞

※ 図示

・ 10-60　　※ 10-90

カーテンレール及びブラケットの強さによる区分 ＜20.2.14＞

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ又はｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出成型材　　・ 図示

レールの仕上げ　　※ アルマイト　　・ 図示

レールの形状

※ 角形　　・ C形　　・ D形　　・ I形　　・ H形

ひだの種類

・ ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ

・ ﾌﾗﾝｽひだ（三つひだ）　　・ 箱ひだ、つまひだ（二つひだ）

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり

※ 300㎜以上　　・ 図示

レールの材料による区分 ＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

＜20.2.14＞

及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

設置区分　　・ 新設　　・ 既存再利用

既存再利用の場合の保管（養生）方法　　※ 図示

※ ｶｰﾃﾝ、暗幕ｶｰﾃﾝの場合はﾀｯｾﾙ共

新設する場合の仕様等は、以下による。

材質　　・ アルミニウム製押出型材　　・ 木製　　・ 図示

寸法　　・ 90×150　　・ 150×80　　・ 120×80

アルミニウム製押出型材の表面処理の種別　　※ 図示

設置区分　　・ 新設　　・ 既存再利用

既存再利用の場合の保管（養生）方法　　※ 図示

新設する場合の仕様等は、以下による。

黒板の区分　　※ 焼付け黒板　　・ 研出し黒板

黒板の種類　　・ 鋼製黒板　　・ ほうろう黒板

ホワイトボードの仕様等　　※ 図示

＜20.2.8＞

　　　　・ 120×150　　・ 図示

＜20.2.8＞

＜20.2.8＞

＜20.2.8＞

＜20.2.10＞

非常用進入口等の表示　　・ 図示

室名札、ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾌ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、

印刷等の種別及び取付け形式等　　※ 図示

※ 図示

対人衝突防止表示の形式、寸法及び材質等

＜20.2.10＞

＜20.2.10＞

22　ｶｰﾃﾝ、暗幕ｶｰﾃﾝ

23　ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

24　黒板及び

25　表示

パネル操作方法による種類

・ 手動式　　・ 電動式　　・ 部分電動式

＜20.2.4＞

パネル表面材の材質及び仕上げ　　※ 図示

パネル圧接装置の操作方法　　※ 図示

遮音性（透過損失）

・ 36dB未満　　・ 36dB以上　　・ 図示

＜20.2.4＞

＜20.2.4＞

＜20.2.4＞

＜20.2.4＞

※ 取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、耐力及び変形量が

　 使用上支障がないもの

・ 図示

ハンガーレール取付け下地の補強

パネルをランナーに取り付ける部品 ＜20.2.4＞

※ ﾗﾝﾅｰに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの

・ 図示

ハンガーレール及びランナーの強度 ＜20.2.4＞

※ ﾗﾝﾅｰを取り付けた状態で、ﾊﾟﾈﾙ重量の5倍の重量をﾊﾟﾈﾙ1枚に

　 使用するﾗﾝﾅｰ数で除した値に対し、耐力及び変形量が使用上

　 支障のないもの

・ 図示

※ 図示

あと施工アンカーを使用する場合の材質及び寸法等 ＜20.2.4＞

26　移動間仕切

塗

装

改

修

工

事

７

塗り

16　ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材

・ あり・ 標準　・ 特注・ あり・ あり

・ あり・ 標準　・ 特注・ あり・ あり

材料　　・ 現場調合材料　　・ 既調合材料

既調合材料の仕様　　※ 図示

既製目地材の形状　　※ 図示

既製目地材　　・ 適用する

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の処置

※ 図示

床の目地割り及び種類

・ 図示

※ 目地割２㎡程度、最大目地間隔３m程度、押し目地

伸縮目地の位置

※ 屋内の入隅、建具枠回り、設備機器と壁面の取り合い等

（便所等の小空間の入隅、建具枠回り等は、5㎜×5㎜程度）

※ 床面は縦・横とも４m以内ごと　　・ 図示

タイルの種類

※ 標準的な曲がり役物は、一体成形品とする。

タイルの試験張り、見本焼き等

・ 行う　　※ 行わない

既調合モルタル（張付け用材料）の仕様等　　※ 図示

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

・ 目荒し工法　　・ 図示

形状・寸法(㎜) 耐凍害性 耐滑り性 色の別 役物

・ あり ・ あり ・ 標準　・ 特注 ・ あり

・ あり ・ あり ・ 標準　・ 特注 ・ あり

壁ﾀｲﾙ張りの工法

内装ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ(内装ﾀｲﾙ以外)　　　・ﾏｽｸ張り　・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

内装ﾀｲﾙ　　 　※ﾀｲﾙ接着張り　・密着張り　・改良圧着張り

標準塗厚　　※ 図示

仕上げ
不燃材料の

認定

表面材種及び

厚さ（㎜）

ﾊﾟﾈﾙ式

17　可動間仕切

遮音性

・ 15dB程度　　・ 30dB程度　　・ 36dB以上

※ 図示

パネル内に取り付ける建具の寸法及び形状

・ SUS304　　・ 黄銅　　・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ　　・ ｽﾁｰﾙ

材質

形状

・ ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ又は合成樹脂ﾀｲﾔ入り　　・ 樹脂被覆　　・ 金属製

両端フラットエンド　　※ あり　　・ なし

幅（㎜）　　・ 35　　・ 図示

取付け工法　　※ 接着工法　　・ 埋込工法

18　階段滑り止め

仕様等19　ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

ﾊﾟﾈﾙ部の

総厚さ(㎜)
構造形式

・ ﾊﾟﾈﾙ式

・ ｽﾀｯﾄﾞ式

・ ｽﾀｯﾄﾞ
(・0.6　・0.8)

・その他

・鋼板
・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付け

・その他
・あり

＜20.2.2＞

＜20.2.5＞

＜20.2.5＞

・ 0.6

・ 1.0

・ ≧1.2

・ ≧0.6

耐燃焼性能

配線取出し機能　　※ 製造所の仕様による　　・ 図示

空調用吹出しパネル　　※ 製造所の仕様による　　・ 図示

　 より、燃焼終了後の残炎時間が０秒のもの

※ 建築基準法に基づく不燃材料又はJIS A 1450による燃焼試験に

コンセント等の取付け方法

※ 製造所の仕様による　　・ 図示

（ただし、コンセント本体は電気設備工事とする）

パネル表面材

・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板　　・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板　　・ 図示

脚部の種類　　※ 幅木タイプ　　・ 図示

ドアエッジの材質

※ トイレブース製造所の仕様による　　・ 図示

表面仕上材

の寸法

高さ

(㎜)

耐震性能

(Ks)

所定加重

(N)

・3,000

・5,000

性能（U)

帯電防止
漏えい抵抗

(＞1×10 Ω)

(        )Ω

＜20.2.5＞20　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

ﾎﾜｲﾄボード

形式 開閉操作方式ｼﾝｸﾞﾙ、ﾀﾞﾌﾞﾙの別

・ｼﾝｸﾞﾙ　・ﾀﾞﾌﾞﾙ ・片引き　・引分け ・手引き ・ひも引き ・電動

塗替えで下地調整の種別がRB種の場合の既存塗膜の除去範囲

[7.2.1]

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

１　下地調整

     ・素地ごしらえ

[7.2.1～7][表7.2.1～7][7.3.1～7][表7.3.1～7]

・木部(不透明塗料)

・木部(透明塗料)

・鉄鋼面(DP塗)

・鉄鋼面

・亜鉛めっき鋼面

・ﾓﾙﾀﾙ,・ﾓﾙﾀﾙせっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

・ｺﾝｸﾘｰﾄ,ALCﾊﾟﾈﾙ面

・

下地の種類

・RA種 ※RB種 ・RC種

下地調整の種別

・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種

・

・せっこうﾎﾞｰﾄ面等(上記以外)

せっこうﾎﾞｰﾄ面等(継目処理)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面,ALCﾊﾟﾈﾙ面(DP塗)

・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ・RB種 ・RC種

素地ごしらえの種別

※A種　・B種

・A種　※B種

・A種　・B種　※C種

・A種　※B種　・C種

・A種　※B種

・A種　・B種

・A種　※B種

・A種　・B種

※A種　・B種

・A種　※B種

※ 劣化部分は除去し活膜部分は残す　　・ 図示

既存ﾓﾙﾀﾙ下地等のひび割れ部の補修

※行う(補修範囲及び補修方法は監督員の指示による)　・行わない

鉄鋼面錆止め塗料塗り２　錆止め塗料塗り [7.4.2～3][7.4.3][表7.4.1～6]

下地の種類 錆止め塗料の種別

・A種 ・B種 ・C種

・D種 ・E種

塗替えの種別

・A種 ・B種

※ C種

見え掛かり※A種 ・B種

見え隠れ　・A種 ※B種

新規塗りの種別

鉄鋼面

鋼面

・A種 ・B種 ・C種 ・A種 ・B種

※ C種 その他　　・A種 ※B種

　　　　　※A種 ・B種新規鋼製建具等亜鉛めっき

３　合成樹脂調合 塗料の種類　　※ １種　　・ 図示

木部合成樹脂調合ペイント塗りの工法の種別

鉄鋼面合成樹脂調合ペイント塗りの工法の種別

（新規塗装）　　※ A種（屋外）　　※ B種（屋内）　　・ C種

（塗替え）　　・ A種　　※ B種　　・ C種

・ A種　　※ B種　　・ C種

[7.5.2]

[7.5.2][表7.5.1]

[7.5.3][表7.5.2]

(SOP)

調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

亜鉛めっき鋼面合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗りの工法の種別 [7.5.4][表7.5.3]

[7.7.2][表7.7.1]

※ A種（鋼製建具塗替え）　　※ B種（その他の塗替え及び新規）

・ C種

種別　　・ A種　　※ B種

５　ｱｸﾘﾙ樹脂系 種別　　・ A種　　※ B種

[7.8.2][表7.8.1]６　耐候性塗料塗り

[7.6.2][表7.6.1]４　ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り(CL)

非水分散形

塗料塗り(NAD)

(DP)

鉄鋼面耐候塗料塗りの上塗り塗料の等級

・ １級（ふっ素）　　・ ２級（ｼﾘｺﾝ）　　・ ３級（ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ）

亜鉛めっき鋼面耐候塗料塗りの上塗り塗料の等級 [7.8.3][表7.8.2]

・ １級（ふっ素）　　・ ２級（ｼﾘｺﾝ）　　・ ３級（ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の種別 [7.8.4][表7.8.3]

・ A-1種　　・ A-2種　　・ B-1種　　・ B-2種

・ C-1種　　・ C-2種

７　つや有合成樹脂

ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

・ A種　　※ B種　　・ C種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗りの種別 [7.9.2][表7.9.1]

塗替えの場合のしみ止め（種別がB種又はC種の場合）

※ しみ止めｼｰﾗｰ

・ 図示

※ A種（新規塗装）　　※ B種（塗替え）　　・ C種

[7.9.3][表7.9.2]

屋内の木部つや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

[7.9.4][表7.9.3]・ A種　　※ B種　　・ C種

屋内の亜鉛めっき鋼面つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗りの種別

[7.9.5][表7.9.4]

屋内の鉄鋼面つや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

塗替えの場合のしみ止め（種別がA種の場合）

※ 図示

※ A種　　・ B種　　・ C種

種別　　・ A種　　※ B種　　・ C種 [7.10.2][表7.10.1]８　合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

塗替えの場合のしみ止め（種別がB種又はC種の場合）

※ しみ止めｼｰﾗｰ

・ 図示

塗替えの場合のしみ止め（種別がA種の場合）

※ 図示

[7.9.2][7.10.2]

種別

・ A種　　※ B種

９　ウレタン樹脂 [7.11.2][表7.11.1]

(EP-G)

ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP)

ワニス塗り(UC)

種別

・ A種　　※ B種

[7.12.2]

[7.13.2][表7.13.1]11　木材保護塗料

10　ステイン塗り

※ 水性　　・ 油性

ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り(OS)の塗料の種類

塗り(WP)

係
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改修前のVH、FK、ネオパールスキンを撤去する場合は、・

[9.5.4]

８

耐

震

改

修

工

事

39　耐震スリット

新設工事

[8.25.2]

既存仕上げの撤去範囲

※ 支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を露出

・ 図示

[8.21.2][8.25.2]

耐火材の使用箇所及び仕様　　※ 図示

遮音材の使用箇所及び仕様　　※ 図示

[8.25.2]

[8.25.2]

既存撤去部の補修

※ 撤去材と同一材で補修　　・ 図示

[8.25.2]

既存仕上げの撤去範囲

※ 支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を露出

・ 図示

[8.21.2][8.26.5]

工事に支障となる設備機器、配管等の撤去及び移設

※ 図示

既存構造体の撤去範囲　　※ 図示

はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置　　※ 図示

既存杭の一部を撤去する場合の撤去範囲及び撤去方法

※ 図示 [8.26.5][8.28.2]

[8.21.2][8.26.5]

[8.21.2][8.26.5]

[8.21.2][8.26.5]

既存部分が鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造又は鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の場合、打継ぎ面

となる範囲の既存構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ面の目荒しの程度

※ 図示 [8.21.3][8.26.6]

既存杭の柱頭部等の処理　　※ 図示 [8.21.3][8.28.2]

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

[8.26.7]

性能確認試験の項目及び数量

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

・製品検査における項目、内容、判断基準、検査頻度等

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

[8.26.7]

[8.26.7]

[8.26.10]

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

[8.26.10]

割裂補強筋　　・ 適用する [8.26.10]

[8.26.13]

支承材への耐火被覆の適用　　・ 適用する

支承材への耐火被覆の仕様　　※ 図示

[8.26.14]

[8.26.14]

※ 図示

検査の項目及び数量等

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

[8.26.15]

[8.26.16]

維持管理要領に記載する項目

※ 8.26.17(2)による　　・ 図示

[8.26.17]

維持管理に必要な計測機器等 [8.26.17]

・ 地震計

・ 下げ振り

・ けがき板

・ 別置き試験体

機器の種類 仕様

41　制振改修工事 既存仕上げの撤去範囲

※ 支障となる最小限の範囲を撤去し、既存構造体を露出

・ 図示

工事に支障となる設備機器、配管等の撤去及び移設

※ 図示

はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置　　※ 図示

[8.21.2][8.27.2]

[8.21.2][8.27.2]

[8.21.2][8.27.2]

[8.21.2][8.27.2]

既存構造体の撤去範囲　　※ 図示

既存部分が鉄骨造の場合の既存鉄骨の撤去範囲及び撤去方法

※ 図示 [8.27.2]

既存鉄骨の措置　　※ 図示 [8.27.2]

既存部分が鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造又は鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の場合、打継ぎ面

となる範囲の既存構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ面の目荒しの程度

※ 図示 [8.21.3][8.27.3]

支承材又は減衰材の材質及び諸元

支承材又は減衰材の防錆処理　　※ 図示

支承材又は減衰材の設置位置の寸法許容差

支承材又は減衰材設置後の仕上げ　　※ 図示

減衰材の材質及び諸元

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

[8.27.4]

性能確認試験の項目及び数量

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

製品検査における項目、内容、判断基準、検査頻度等

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

[8.27.4]

[8.27.4]

減衰材の防錆処理　　※ 図示 [8.27.6]

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

減衰材の設置位置の寸法許容差 [8.27.6]

割裂補強筋　　・ 適用する [8.27.6]

減衰材設置後の仕上げ　　※ 図示

検査の項目及び数量

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

42　土工事及び

地業工事

既存杭の一部を撤去する場合の撤去範囲及び撤去方法

※ 図示

[8.27.8]

[8.27.9]

[8.28.2]

既存杭の柱頭部等の処理　　・ 処理する

既存杭の補強　　・ 補強する

既存杭の健全性の確認試験　　・ 行う

[8.28.2]

[8.28.2]

[8.28.2]

埋戻し及び盛土の種別

・ A種　　※ B種　　・ C種　　・ D種

[8.28.3][表8.28.1]

建設発生土の処理

※ 工事現場外に搬出し、関係法令等に基づき、適切に処理

[8.28.3]

山留め鋼矢板等の抜き跡処理

※ 直ちに砂で充填する等の処理　　・ 図示

[8.28.3]

[8.28.3]

試験杭の位置、本数及び寸法

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

[8.28.4]

試験杭の施工方法　　※ 図示 [8.28.4]

・ 鉛直載荷試験　　・ 水平載荷試験

杭の載荷試験の種類

試験杭の載荷加重

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

杭の載荷試験の方法

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

地盤の載荷試験　　・ 平板載荷試験

平板載荷試験の方法　　※ 図示

地盤の載荷試験位置及び載荷加重　　※ 図示

杭の載荷試験報告書の記載事項等　　※ 図示

地盤の載荷試験報告書の記載事項等　　※ 図示

杭地業の工法

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

杭地業における支持層の位置、土質、杭の根入れ長さ及び水平

方向の位置ずれの精度

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示　　※ 再計算

杭の寸法等

・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

杭の継手溶接に係る技能資格者の技量及び溶接部の確認

※ 図示

杭頭の処理　　・ 行う

本杭の施工方法　　・ 構造特記仕様書による　　・ 図示

※ 施工完了後、速やかに杭全数について、位置ずれの記録を

　 監督職員に提出

砂利及び砂地業の範囲　　※ 図示

砂利及び砂地業の厚さ（㎜）　　※ 60　　・ 図示

捨てコンクリートの範囲　　※ 図示

捨てコンクリートの厚さ（㎜）　　※ 50　　・ 図示

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

[8.28.4]

９

環

境

配

慮

改

修

工

事

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　　※ 図示１　石綿含有建材の

除去工事

[9.1.1]

山留め壁等　　・ 存置する　　・ 撤去する

特記事項

耐震ｽﾘｯﾄの幅及び深さ　　※ 図示

石綿粉じん濃度測定　　・ 適用する [9.1.1]

処理作業前

処理作業後

処理作業中

（隔離ｼｰﾄ撤去前）

・ 処理作業室内

・ 施工区域周辺

・ 敷地境界

・ 処理作業室内

・ ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

・ 集じん、排気装置の排出口

（処理作業室外の場合）

・ 施工区域周辺

・ 敷地境界

・ 処理作業室内

・ 施工区域周辺

・ 敷地境界

・ 2点　・ 3点　・（　　）点

・ 2点　・（　　）点

・ 2点　・（　　）点

・ 2点　・（　　）点

・ 1点　・（　　）点

・ 1点　・（　　）点

・ 4方向各1点　・（　　）点

・ 4方向各1点　・（　　）点

・ 2点　・（　　）点

・ 4方向各1点　・（　　）点

・ 4方向各1点　・（　　）点

測定時期 測定場所 測定点数（処理作業室ごと）

アスベスト分析調査及びアスベスト粉じん測定機関

・ 各都道府県に登録された作業環境測定機関

吹付け材の除去

除去工法

※ [9.1.3(2)(a)～(d)]による　　・ 図示

[9.1.3]

石綿含有吹付け材の飛散防止措置

※ 湿潤化　　・ 固形化

[9.1.3]

石綿含有吹付け材の処分

・ 埋立処分　　・ 中間処理

２　石綿含有

[9.1.3]

３　石綿含有

保温材等の除去

除去方法 [9.1.4]

・ 破砕して除去　　・ 原形のまま、手ばらし

石綿含有成形板（石綿含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞを除く）の処分

・ 埋立処分　　・ 中間処理

[9.1.5]４　石綿含有

石綿含有吹付け材の処分

・ 埋立処分　　・ 中間処理

[9.1.3][9.1.4]

成形板等の除去

５　石綿含有

仕上塗材の除去

除去工法

※改修標仕9.1.6による。

[9.1.6]

６　外断熱改修工事

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

・ 適用する

外装材の施工方法等　　※ 図示

外装材の外壁への取付け　　※ 図示

通気層　　・ あり（厚さ　　㎜）

断熱材　　・ 設置する

不陸等の下地調整　　・ 行う

・ 充填工法　　・ モルタル塗替え工法

断熱材を設置する部分の下地に欠損部がある場合の改修方法

下地面の清掃　　・ 行う

既存外壁の仕上材の撤去　　・ 撤去する

外装材の種類及び防火性能　　※ 図示

断熱材の種類及び厚さ　　※ 図示 [9.2.2]

[9.2.2]

[4.1.4][9.2.3]

[9.2.4]

[9.2.4]

[9.2.4]

[9.2.4]

[9.2.4]

・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材（3種2号を除く）

・ A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材（ｽｷﾝ層なし）

・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ 上記の材料にせっこうﾎﾞｰﾄﾞ等を張り付けたﾊﾟﾈﾙ

・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

・ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材　　・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

・ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材（ｽｷﾝ層なし）

断熱材後張り工法に用いる断熱材の種類

断熱材の吹付け厚さ　　※ 図示

・ A種3　　・ B種

・ A種1　　※ A種1H　　・ A種2　　・ A種2H

断熱材現場発泡工法に用いる断熱材の種類

・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材（3種2号を除く）

・ A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材（ｽｷﾝ層なし）

・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

・ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材　　・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

・ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材（ｽｷﾝ層なし）

断熱材の種類

改修工事

７　断熱・防露 [9.3.2]

※ 引渡しの日から1年　　・ 図示

新植した芝及び地被類の枯補償の期間

既存保護層等の撤去　　・ 撤去する

かん水装置の種類　　※ 図示

かん水装置の設置　　・ 設置する

風圧力に対応した工法　　・ 適用する

安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件」に基づく

「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※ 図示

芝及び地被類の種類等　　※ 図示

工事

[9.4.2]

[9.4.3]

[9.4.3]

[9.4.3]

[9.4.3]

[9.4.3]

舗装改修工事

既存舗装の撤去　　・ 撤去する

既存舗装の一部を撤去せずに再利用　　・ 再利用する

路床の構成及び厚さ

・ 凍上抑制層（　　　）㎜

・ フィルター層（　　　）㎜

透水性舗装に用いるフィルター層の厚さ　　※ 図示

路床安定処理の適用　　・ 適用する

路床安定処理の方法　　※ 図示

盛土に用いる材料の種別

・ A種　　※ B種　　・ C種　　・ D種

凍上抑制層及び透水性舗装のフィルター層の材料

※ 有機物、ごみ等を含まない砂　　・ 図示

砂の粒度試験　　・ 行う

路床安定処理用添加材料の種類

・ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種　　・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

・ 生石灰（・ 特号　　・ 1号）

・ 消石灰（・ 特号　　・ 1号）

発生土の処理

路床土の支持力比（CBR）試験　　・ 行う

※ 工事現場外に搬出し、適切に処理　　・ 図示

路床締固め度の試験　　・ 行う

現場CBR試験　　・ 行う

路盤の厚さ　　※ 図示

路盤材料の種別

・ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　　・ 粒度調整砕石　　・ 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

・ 再生粒度調整砕石　　・ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ

・ 粒度調整鉄鋼ｽﾗｸﾞ　　・ 水硬性粒度調整鉄鋼ｽﾗｸﾞ

舗装の構成　　※ 図示

舗装の平たん性

※ 著しい不陸がないもの　　・ 図示

開粒度アスファルト混合物の抽出試験　　・ 行う

８　屋上緑化改修

９　透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ [9.5.2]

[表8.28.1][9.5.3]

[9.5.3]

[9.5.3]

[9.5.3]

[9.5.3]

[9.5.3]

[9.5.3]

[9.5.3]

[9.5.4]

[9.5.5]

[9.5.5]

[9.5.9]

40　免震改修工事

免震部分の周囲に設置するｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄの仕様、工法等

(2024年6月改定)
改修工事特記仕様書(6)

VSは溶接工法(耐水工法)とする｡

内装材､接着剤､家具､建具材は全て､ノンアスベスト品、F☆☆☆☆材とする｡

・

・

・

・

特記事項

便所のVSは抗菌性・防滑性・消臭性、防汚性仕様とし熱溶接工法での施工とする

石綿含有建材として処理すること。

特記なき限り､見え係鉄部は外部DP､内部SOP塗装とする｡

・ネオパールスキンは工事着手前に
アスベスト調査を行い監督員へ調査報告書を提出すること
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一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

改修建具を示す 改修建具を示す

撤去建具を示す（枠共） 新設建具を示す
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製作年月日

縮尺図面名称

工事名称

長

係　特記事項

長

課 担
当
課
長 当

担

明石市都市局住宅･建築室営繕課

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

技
術
者

管
理 技

術
者

主
任

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

当初・変更・完成

図番資材管理棟
平
尾

出
口

2025年 8月

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

8,0008,0008,0008,000

32,000

屋根:シート防水【既存のまま】
水

勾
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屋上点検ハッチ【既存のまま】
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機械基礎

屋根伏図

600200 200（or7,100）

2
00 屋根:シート防水【既存のまま】
ハト小屋

【既存のまま】

屋根伏図　1/100

機械基礎詳細図 1/10

図示 RA-08

塗膜防水（一部,RC素地）【既存のまま】

機械基礎：塗膜防水(X-2)【既存のまま】
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床:ﾋﾞﾆｱｽ系ﾀｲﾙ300角【撤去】

3,450 85

資材管理棟
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Ｎ Ｎ
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改修範囲外を示す

凡例（改修後）凡例（改修前）

100
床:ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ19角【撤去】

改修範囲外を示す 改修範囲外を示す

図番

当初・変更・完成

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
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術
者
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術
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管
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術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日
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踏込
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,
7
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± 0

1階平面詳細図(改修前･後)

(冷)

上框【撤去】

床:ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ【撤去】

±0

ｶｳﾝﾀｰ【室内側撤去】

穴埋め モルタル詰め 20ΦH100 ×4か所

+100

600 90

-100

OR カッター切位置を示す

壁撤去部分を示す  

+** FLを示す。(特記無き限りFL±0) +** FLを示す。(特記無き限りFL±0)

150

災害対策用材室

資材事務所

本管材料室

湯沸

流し台L=1200
+ｺﾝﾛ台L=600【撤去】

便所

玄関ﾎｰﾙ

災害対策用材室

湯沸

便所

押入

+100

ポーチ

玄関ﾎｰﾙ
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本管材料室
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150×500×Ｈ100

SUS水切【撤去】
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2025年 8月 A1：1/50
A3：1/100
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仮眠室

515

木見切 100×25：UC【新設】

ﾐﾆｷｯﾁﾝ(ﾊｰﾌ+IHﾋｰﾀｰ)
L=1200【新設】

+キッチンパネルt3.0【新設】6
0
0

建具:
【塗替】

建具:
【塗替】

LGS65+GB-S t12.5

建具:
【塗替】

3,000

建具:
【塗替】

1,175

アルミアングル:L15×15×0.8【新設】

（ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ撤去部は下地補修とする）

+VC【撤去】
LGS65+GB-Rt12.5

床:下地補修の上､VS【新設】

床:下地補修の上､VS【新設】

木製見切縁W30【撤去】 木製見切縁W30：EP-G【新設】

窓閉塞：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙｔ3の上、化粧ｼｰﾄ【新設】

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

鋼製キーボックス
350×300×30【撤去】

木見切 100×25：EP-G【新設】

130 2,280 1,590 225

±0

床:下地補修の上､VS【新設】

資材事務所

鋼製キーボックス
350×300×70程度【新設】

建具:
【新設】

LGS100+GB-R t12.5+ EP-G【新設】

(LGS100端部3か所はスラブまで)

壁：LGS65+GB-R 12.5+VC【新設】

アルミアングル:L15×15×0.8【撤去】

LGS65+GB-Rt12.5【撤去】

RA-09
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物置 物置

車止め【撤去】

床：コンクリート土間【既存のまま】

改修：家具の撤去・処分のみ



改修：家具の撤去・処分のみ
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【新設】
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【新設】
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改修範囲外を示す
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当初・変更・完成

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課
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当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日
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黒板【既存のまま】
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150

400

+**

+** FLを示す。(特記無き限りFL±0)
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3方枠共撤去

建具枠共【撤去】
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ｼｰﾙ25×10 MS-2
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面台W150 :L=900【新設】

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ t40 H1400

SUS水切【撤去】
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資料室

廊下

会議室

便所
女子

湯沸室

男子
便所

便所
女子

展示コーナー

RC壁FL+2600まで【撤去】

平
尾

出
口

2025年 8月
A3：1/100

カッター切位置を示す

壁撤去部分を示す  

改修範囲外を示す

Ｘ線検査により埋設配管の位置を確認すること。

凡例（改修前）

A1：1/50

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

和便器撤去に伴う改修範囲を示す。
（詳細は部分詳細図参照）

1,100

1,2001,200 1,0001,200750155 155750

8002,100

215

4
5
0

LGS65+GB-R t12.5+t9.5 EP-G

±0

会議室

資材室

SUS床見切りB【新設】

湯沸室

±0

-100

床:タイル
【既存のまま】

落下防止手摺A L=900

2,8848002,015

RCｔ100、ワイヤーメッシュ6Φ150×150撤去範囲を示す

面台:L=2200

±0

男子
便所

汚垂タイル t6.0
:L=1680【新設】

壁(WC)：LGS65+GB-Rt12.5+GB-S t12.5+メラミン化粧板 t3.0 
(GB-R、GB-S、グラスウールはスラブまで)

軽鉄壁(遮音壁)

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

1
5
0

150150

工事区分

建築工事

機械設備工事

コンロ台、流し台、面台

タイル(床、壁)【既存のまま】

(※特記無き限り撤去)工事内容 工事区分

建築工事

機械設備工事

工事内容 (※特記無き限り新設)

トイレブース、床開放閉塞

置床

ミニキッチン、汚垂タイル、面台

和便器、小便器、洗面、鏡 大便器、小便器、洗面、鏡

スラブ(和便器周り)【一部撤去】

トイレブース、RC壁、CB壁

SK、洗濯機パン

洗濯機、乾燥機、乾燥機スタンド

RA-10

床:VT【既存のまま】

床:VS【既存のまま】

床:VT【既存のまま】

床:VT【撤去】

床:VS【既存のまま】

±0廊下

展示コーナー

改修：家具・展示品の仮撤去・復旧等のみ
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,
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,
0
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,
0
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2
,
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2
5

2
,
8
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2,150

2
2
5

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

2
2
5

1,800 3,500

4,000 4,000

8,000 8,000 8,000 8,000

32,000

225225

2
2
5

ブラインドは特記無き限りH1930とする。

縦型ブラインド H2860

横型ブラインド H1930

カーテン,遮光カーテン　Ｈ1930

P.L B.B

PS

LGS+FK t6+EP【撤去】

LGS+FK t6+EP【撤去】

アルミ製ピクチャレールを示す(*はフック数を示す)

天井点検口(450×450)を示す B.B

P.L アルミ製ピクチャレールを示す(*はフック数を示す)

C.B カーテンボックスを示す

フラインドボックスを示す

FK t6+EP
【撤去】

(特記無き限り、天井仕上げはLGS共撤去)

GB-Rt9.5+VC(木調)

GB-R t9+DR t12【撤去】

ブラインドボックスを示す

PS
クレーンレール

I-250×125×7.5
【既存のまま】

RC打放し【新設】

ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝt5 吹付『工事着手前にｱｽﾍﾞｽﾄ調査を行い監督員へ調査報告書を提出すること』

スラブ開口：700×350 ×3か所
700×350 ×3か所

RC打放し

RC打放し梁：RC打放し
【既存のまま】

RC打放しの上、
ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝt5 吹付
【撤去】

RC打放しの上、
ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝt5 吹付
【撤去】

RC打放しの上、
ﾈｵﾊﾟｰﾙｽｷﾝt5 吹付
【撤去】

RC打放し

GB-R+VC、GB-D新設部には塩ビ廻り縁を設置すること

GB-Rt9.5+VC(木調)

天井点検口 450×450(額縁タイプ)　計5か所

天井点検口 600×600(額縁タイプ)　計3か所

押入れ
CH=2,650

リフト

配水池入口

物置

災害対策用材室

給水材料室

書庫

リフト
廊下2

CH=2,350

CH=3,550

CH=3,550

CH=4,820

CH=2,270

CH=2,300

玄関

男子便所

便所

資材事務所

湯沸
CH=2,300

CH=2,430

リフト

リフト

配水池入口

物置

給水材料室

給水材料室

書庫

CH=3,550

CH=3,550

会議室

CH=4,820

CH=2,270

CH=2,430
女子便所

玄関

廊下2

男子便所 女子便所
CH=2,500CH=2,500

CH=2,500
湯沸室

本管材料室

CH=4,820

本管材料室

CH=4,820

給水材料室

CH=4,820

会議室

CH=2,730

CH=2,730

CH=2,730

CH=2,730

ポーチ ポーチ

CH=2,730

展示コーナー

CH=2,500
便所

CH=4,820

階段室階段室

湯沸室
CH=2,300

災害対策用材室

CH=4,820

資料室
CH=2,730

資材室

仮眠室
CH=2,680

CH=2,500
湯沸

CH=2,730

資材事務所

CH=2,350
CH=2,730

CH=2,730

展示コーナー

PS

２階天井伏図(改修前)　1/100

PS

１階天井伏図(改修前)　1/100

２階天井伏図(改修後)　1/100

１階天井伏図(改修後)　1/100

Ｎ Ｎ
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32,000

225225

2
2
5

6
,
2
0
0

1
,
8
0
0

4
,
0
0
0

4
,
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1,100 2,110 790

2,2504,000 1,750

UP

UP

改修

ブラインド、カーテン仕様(特記無き限り、LGS+GB-D t9.5【新設】)凡例（改修前） 凡例（改修後）

改修範囲外を示す 改修範囲外を示す

一時撤去・復旧範囲を示す

一時撤去・復旧範囲を示す

改修後改修前

長

係

長

課 担
当
課
長 当

担

技
術
者

管
理 技

術
者

主
任

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

資材管理棟

天井伏図(改修前・後)

製作年月日

縮尺図面名称

工事名称　特記事項

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

明石市都市局住宅･建築室営繕課

(仮称 )上下水道庁舎建設工事 当初・変更・完成

図番
RA-11

A1：1/100
A3：1/200

2025年 8月平
尾

出
口



2
,
7
3
0

5
3
0

FIX

FIX

SS-1:1か所 / 1階 本管材料室

鋼製重量電動シャッター
33
SSSS

2
SS

2
SS

FIX FIX

FIX

2025年 8月出
口

平
尾 A3：1/200

A1：1/100

150

1
5
0

750 1,000

2
,
2
0
0

SUS

新設

1

- -

-

--

2階 湯沸

三方枠

--

-

-

-

-

-

2
,
2
0
0

焼付塗装

焼付塗装

片開きフラッシュ扉

LS

LS

新設

2階 男子・女子便所2

A

- -

-

-

FG 4

-

H、LH、DC、付属金物一式

▽FL

STF
1

LSD
1

2,140

2
,
0
0
0

襖

引手、樹脂敷居

新設

1階 仮眠室押入1

アンダーカット H30

150

1
,
7
0
0

700

1
5
0

4

片開きフラッシュ扉

H、LH、DC、付属金物一式

新設

1階 仮眠室

木製

木製

1

1,570

2
,
0
0
0

新設

1階 仮眠室

戸車、ｱﾙﾐ製ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ、引手

木製

木製

戸襖

1

F
14

WDWD
1

AW 片引き窓、嵌め殺し窓付

1

室内側シール打ち替え

11
AW
3

片引き窓、嵌め殺し窓付

1 1階 資材事務所

室内側シール打ち替え

▽FL

FIX FIX

5,740

800 800

9
0
0

1
,
8
0
0

AW
4

1

片引き窓、嵌め殺し窓付

1階 資材事務所

AW
5

2

ジャロジー窓

室内側シール打ち替え窓閉塞(本管材料室側)

1
,
1
0
0

6
0
0

600

AW
6

縦軸回転窓

室内側シール打ち替え

2 1階 災害対策用材室

2
,
8
0
0

1
,
2
0
0

1,200

片引き窓、嵌め殺し窓付

2

AW
7

FIX

FIX

FIX

FIX8
0
0

1
,
8
0
0

1
0
02
,
7
0
0

2階  展示コーナー
（会議・休憩室、小会議室）

AW 片引き窓、嵌め殺し窓付

1

8

1

AW 嵌め殺し窓

階段室

室内側シール打ち替え

9
AW 縦軸回転窓

1 2階 便所

10

室内側シール打ち替え

1,170

9
5
0

1
,
1
1
5

FIX

3,010

2
,
7
0
0

FIX

8
0
0 1
0
0

1
,
8
0
0

FIX

FIX

2
,
7
0
0

8
0
0

1
,
8
0
0

1
0
0

2,500

800

FIX FIX

9
0
0

9
0
0

AW
1
AW

1
AW

2
AW

1
SS

1
SS

TB
1

TB
2

TB
3 1

SP

2

資材管理棟  

備考

召し合せ

ガラリ寸法

施錠機構

ガラス厚さガラス種類

錠前種類

ガラリ形状

支持金物等

沓摺仕上

建具仕上

枠仕上枠形状

枠見込建具材質

枠材質

沓摺形状

取付箇所

型　　式建具符号

箇 所 数

寸　　法

姿　　図

備考

召し合せ

ガラリ寸法

施錠機構

ガラス厚さガラス種類

錠前種類

ガラリ形状

支持金物等

沓摺仕上

枠仕上枠形状

枠見込建具材質

枠材質

沓摺形状

取付箇所

型　　式建具符号

箇 所 数

寸　　法

姿　　図

建具仕上

取付箇所

型　　式建具符号

箇 所 数

寸　　法

図番

当初・変更・完成

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

工事内容

工事内容

工事内容

建具表

片引き窓、嵌め殺し窓付

FIX
9
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

アルミ

アルミ

-

-

-

-

-

70

-

-

付属金物一式

B-2

B-2

1 2階 会議室

2
,
7
0
0

8
0
0

1
,
8
0
0

1
0
0

-

-

-

-

-

-

付属金物一式

片引き窓、嵌め殺し窓付

アルミ 70 B-2

アルミ - B-2

FIX

FIX

FIX

8
0
0 1

0
01
,
2
0
0

1
,
2
0
0 1

0
05
0
0

FIX

1

▽FL

-

-

-

-

-

-

-

--

S - DP

S F DP

トイレブース

1

SUS巾木、AL笠木

AL

-

-

-

-

-

新設

-

床ﾚｰﾙ、壁面ﾚｰﾙ、ﾋﾝｼﾞ、ﾛｯｸ、付属金物一式

-

40

-

-

-

SUS HL

メラミン樹脂化粧板

トイレブース

1

SUS巾木、AL笠木

-

40

AL

-

-

-

-

-

新設

-

-

-

-

SUS HL

メラミン樹脂化粧板

トイレブース

1 2階 男子便所

SUS巾木、AL笠木

AL

-

-

-

-

-

新設

-

床ﾚｰﾙ、壁面ﾚｰﾙ、ﾋﾝｼﾞ、ﾛｯｸ、付属金物一式

700

6
0

1
,
9
2
0

2
0

2
,
0
0
0

-

40

-

-

-

SUS HL

メラミン樹脂化粧板

-

-

-

A

スチールパーティション

新設

70S

S -

FG

H、DC、DS、LH、付属金物一式

2階 小会議室

-

SUS HL

-

4

焼付塗装

焼付塗装

FLG

取付箇所

型　　式建具符号

箇 所 数

寸　　法

工事内容

取付箇所

型　　式建具符号

箇 所 数

寸　　法

工事内容

2階 展示コーナー（会議・休憩室）

▽FL

1

WD

2階 便所

3
片開きフラッシュ扉、ガラリ付

700

2
,
2
0
0

6
0
0

5
0
0

100

1
,
8
0
0

700

三方鋼製枠見込み：180
両面:メラミン合板

三方鋼製枠見込み：180
両面:メラミン合板

WD
4

片開きフラッシュ扉

1

撤去

1

三方枠SF
1

撤去

枠見込み：200

700

2
,
2
0
0 OPEN

2
0

5
0

1
,
8
0
0

1,1803,070

550 550550

TB
1

1

撤去

2階 男子、女子便所

トイレブース

見込み：40
両面:メラミン合板(木製)

2
0

5
0

1
,
8
0
0

2,300

600 600

トイレブースTB
2

1 2階 男子、女子便所

撤去

見込み：40
両面:メラミン合板(木製)

見込み：40
両面:メラミン合板(木製)

見込み：40
両面:メラミン合板(木製)

2
0

5
0

1
,
8
0
0

3,600

トイレブースTB
3

1 2階 男子、女子便所

撤去

トイレブース

1階 便所

2
0

5
0

1
,
8
0
0

1,675

600

TB
4

1

撤去

非常時外開き仕様 非常時外開き仕様

床ﾚｰﾙ、壁面ﾚｰﾙ、ﾋﾝｼﾞ、ﾛｯｸ、付属金物一式

2階 女子便所 2階 男子便所

6
0

1
,
9
2
0

2
0

2
,
0
0
0

1,390

600 600

2,095

SD
鋼製片開き開きフラッシュ扉

1 1階 便所

1

枠見込み：190

SD
2

1 1階 廊下

SOP塗替え(枠とも)

枠見込み：170

鋼製親子開きフラッシュ扉、ガラリ付
SD

枠見込み：170

SD
4

1 1階 資材事務所

枠見込み：170

SOP塗替え(枠とも)

1
,
8
0
0

600

100

6
0
0

3
0
0

600

3
0
0

1,200

2
,
2
0
0

800400

6002
,
2
0
0

800
3
0
0 1
,
8
0
0

700

SOP塗替え(枠とも)

鋼製片開きフラッシュ扉、ガラリ付

1

1
STD

両開き扉、嵌め殺し窓ランマ付き付 1
STW

嵌め殺し窓

1

800

FIX

3
,
9
0
0

室内側シール打ち替え

FIX

9
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

3,525

33 事務室側:ﾎﾟﾘ合板　仮眠室側:ﾋﾞﾆﾙ紙 給湯室側:ﾎﾟﾘ合板　仮眠室側:ﾋﾞﾆﾙ紙

木製

木製 18 表:ﾋﾞﾆﾙ紙　裏:雲花紙　

桑目はじき

125

D

125

F SUS HL

-

600

6
0

600

1,795

1
,
9
2
0

2
0

2
,
0
0
0

1,390

90°

940

2階 展示コーナー(小会議室)

1階 玄関1階 玄関

3

FIX

　特記事項 建具共通事項は新庁舎の図面を参照のこと

特記無き限り、塗替は下地調整の上、塗装のこと。

2
,
2
0
0

4,530

▽FL

▽FL

▽FL

4,410

1,800 50 2,560

FIX

3
,
9
0
0

FIXFIX1
,
1
0
0

1
0
0

2
,
7
0
0

OPEN

アンダーカット H50

UC(事務室側1面 EP-G)

SOP塗替え(枠とも)

3
,
0
0
0

1
WD

親子開きフラッシュ扉

1,200

800 400

2
,
2
0
0

WD
2

1 2階 会議室

両開きフラッシュ扉

1,600

2
,
2
0
0

EP-G塗替え(枠はSOP塗替え) EP-G塗替え(枠はSOP塗替え)

三方鋼製枠見込み：180 三方鋼製枠見込み：180

両開きフラッシュ扉

1,600

2
,
2
0
0

SD
5

2 2階 廊下

SOP塗替え(枠とも)

鋼製片開きフラッシュ扉

枠見込み：170

FL

既存表示錠

SUS HL

:アルミパネルt3(2500×900)の上、化粧シート

※ガラス清掃不要

特記無き限り、改修建具は全て室内側ガラス清掃を行うこと。

FIXFIX

既存：8/新設：5既存：8/新設：5

W
SS-1:W=4,000
SS-2:W=3,000
SS-3:W=2,000

SS-3:1か所 / 1階 給水材料室

SS-2:2か所 / 1階 給水材料室、災害対策用材室

撤去→新設

2階 資料室（資材室）

1
0
05
0
0

シール打ち替え、一部改修（方立新設、開閉防止金具、ガラス撤去・新設）

FIX

7,300

800 800

7,300

800800

7,300

800800

7,300

800 800800

開閉防止金具

開閉防止金具 開閉防止金具

室内側シール打ち替え、開閉防止金具新設

改修後改修前 改修前 改修後

アルミパネルt3 アルミパネルt3

シール打ち替え
+清掃のみ

FIX FIX FIXFIX

シール打ち替え
+清掃のみ

障子、ガラス撤去
斜線部： 斜線部：

障子、ガラス撤去

部：方立、無目、ガラス新設

シール打ち替え
+清掃のみ

部：方立、無目、ガラス新設

1階 湯沸室、便所

1階 湯沸室 2階 湯沸室

室内側シール打ち替え、開閉防止金具新設

800 2,015

FIXFIX

1

180

縦枠、上枠180×40：UC塗装

湯沸室側:EP-G　仮眠室側:UC

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

800

7,300

800
4,010

800

室内側シール打ち替え

サイン撤去（カッティングシート 60×60 25文字）

撤去

サイン【撤去】

スラット:スチールt1.6　レール:ステンレス

シャッターBOX、電動装置、水圧開放装置、危険防止装置
送水口、押釦スイッチ

RA-12

シール打ち替え、一部改修（方立・無目新設、ガラス撤去・新設）

1 1階 本管材料室 1 1階 資材事務所



WD【撤去】

WD【撤去】

VH H=60【撤去】

資材管理棟 図番

当初・変更・完成

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

展開図１（改修前）

B8B8
2
,
7
3
0

1
,
8
0
0

天井：GB-R t9 + DR t12【撤去】

2
,
2
0
0 4
5
0

1
,
1
0
0

4
0

F

9
0
0

9
0
0

9
0
0

1
,
8
0
0

資材事務所 Ａ Ｂ ＤＣ

1
,
8
0
0

壁：VC【撤去】

壁：VC【撤去】

受付カウンター

【室内側撤去】

Fix

壁：VC【撤去】

木巾木 H60【撤去】
床：ビニアス系タイル300角【撤去】

壁：VC【撤去】

木巾木 H60【撤去】

2
,
6
3
0

1
0
0

木巾木 H60【撤去】 木巾木 H60【撤去】

3,92575 140 75 506,150 140 753,870 50 6,150 150

天井：FKt6+EP【撤去】

88 AAA

2
,
3
0
0

便所 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 湯沸室 Ａ Ｃ Ｄ

1
,
1
0
0

6
0
0

2
,
3
0
0 6
0
0

1
,
1
0
01
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
0
02

9
9
.
9

天井：FKt6+EP【撤去】

床：ビニアス系タイル300角【撤去】

壁：VC【撤去】

壁：VC【撤去】

壁：磁器質タイル100角

床：モザイクタイル19角【撤去】

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ段差300【撤去】

吊戸棚900×330×H400
【撤去】

壁：磁器質タイル100角【既存のまま】

【既存のまま】

建具【撤去】

VH　H=60【撤去】

SUS水切り W=100【撤去】

50 2,150 150 150 2,150 50 150 1,750 5075 1,645 80 50 1,750 150 80 1,615 105 150 1,750 50

CBBC76
8,000

4
,
8
2
0

1
,
2
0
0

2
,
8
0
0

3
,
0
0
0

8,000

2
,
2
0
0

8,000

2
,
2
0
0

Ａ災害対策用材室 Ｂ Ｄ

梁：コンクリート打放し

床：防塵塗装【既存のまま】

壁：RC (ベニヤ型枠塗装合板)【既存のまま】

床：防塵塗装【既存のまま】

壁：RC (ベニヤ型枠塗装合板)【既存のまま】

梁：コンクリート打放し

天井：ネオパールスキンt5を処分する場合はアスベスト含有材として処分すること。

2025年 8月 A1：1/50
A3：1/100

平
尾

出
口

床：ビニアス系タイル300角【撤去】

クレーンレール：I-250×125×7.5【既存のまま】 クレーンレール：I-250×125×7.5【既存のまま】

木額縁：100×25【既存のまま】

F

床：フローリング【撤去】

3
,
9
0
0

床：防塵塗装【既存のまま】

壁：GB-Rt12.5
【撤去】

１階　改修前

天井：ネオパールスキンt5　吹付【撤去】 天井：ネオパールスキンt5　吹付【撤去】

木製見切W30【撤去】

※　F：嵌め殺し窓を示す。

AW【既存のまま】

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

鋼製キーボックス
350×300×30【撤去】

※　特記無き限りSD,WDは既存のまま、AWは内部側のシーリング撤去

網戸600×600【撤去】

流し台L=1,200【撤去】
ガス台L=600【撤去】

網戸600×600【撤去】

RA-13

シャッター【既存のまま】
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壁：GB-R 12.5+VC【新設】

88

B8B8

88 AAA

CBBC76

2
,
7
3
0

1
,
8
0
0

床：置床、下地調整の上VS【新設】

踏込床：下地調整の上、VS【新設】

8,000

4
,
8
2
0

1
,
2
0
0

2
,
8
0
0

3
,
0
0
0

8,000

2
,
2
0
0

8,000

2
,
2
0
0

Ａ災害対策用材室 Ｂ Ｄ

便所 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 湯沸室 Ａ Ｃ Ｄ

1
,
1
0
0

6
0
0

1
,
8
0
0

1
0
0

床：防塵塗装【既存のまま】

壁：RC (ベニヤ型枠塗装合板)【既存のまま】

床：防塵塗装【既存のまま】

壁：RC (ベニヤ型枠塗装合板)【既存のまま】

2
,
2
0
0 4
5
0

1
,
1
0
0

資材事務所 Ａ

資材管理棟 図番

当初・変更・完成

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

展開図１（改修後）

9
0
0

3,220

Ｂ

4,000

Ｃ

壁：GB-R 12.5+VC【新設】

壁：下地調整の上、VC【新設】

床：下地調整の上、VS【新設】床：下地調整の上、VS【新設】

3,230

Ｄ

2
,
7
3
0

Ａ Ｂ Ｃ仮眠室

F

9
0
0

1
,
8
0
0 壁：下地調整の上、VC【新設】

900

Ｄ

1
,
8
0
0

2
,
3
0
0

2
0
0

2
,
5
0
0

6
0
0

巾木：床材巻上 H=100【新設】

【新設】

間柱：68×45＠450
胴縁：20×40＠300

2
,
0
0
0

90×40

1
0
0

90× 40

1
,
7
0
0

2
,
6
3
0

1
0
0

2
,
2
0
0

3
0
0

1
0
0

1
,
7
0
02
,
5
0
0

(冷 )

ﾐﾆｷｯﾁﾝ(ﾊｰﾌ+IHﾋｰﾀｰ)
L=1200【新設】

1
,
0
0
0

壁：GB-R 12.5+VC
【新設】

見切：25×25 EP-G

枕棚：シナ合板ｔ9【新設】

床：シナ合板ｔ9【新設】

押入

棚：シナ合板ｔ9【新設】

天井：GB-D t9.5【新設】

天井：GB-Dｔ9.5【新設】

天井：GB-Dｔ9.5【新設】

上框：90×40【新設】

1
,
0
0
0

【新設】

壁：下地調整の上、

壁：下地調整の上、
ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙｔ3.0接着貼【新設】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙｔ3.0
接着貼【新設】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙｔ3.0
接着貼【新設】

ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙｔ3.0接着貼
【新設】

天井：GB-R t9.5 + VC(木調)【新設】

※　F：嵌め殺し窓を示す。

壁：下地調整の上、
ﾒﾗﾐﾝ化粧板t3 接着貼【新設】 壁：下地調整の上、

ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙｔ3.0接着貼
【新設】

壁：下地調整の上、
ﾒﾗﾐﾝ化粧板t3 接着貼【新設】

壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押えﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0接着貼【新設】 壁：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押えﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0接着貼【新設】

建具(枠とも):SOP【塗替】

建具(枠とも):SOP【塗替】

建具(枠とも):SOP【塗替】

建具(枠とも):SOP【塗替】

F

VH H=60【新設】 VH H=60【新設】

仮眠室側 UC
壁：GB-R t12.5+VC

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑｔ25

75 3,925 150 75 150

1503,825 2,930 50 140 3,925 75 50 2,930

75 1,645 80 50 1,750 150 80 1,615 105 150 1,750 50 50 2,150 150 150 2,150 50 150 1,750 50

天井：ネオパールスキンt5を処分する場合はアスベスト含有材として処分すること。

平
尾

出
口

2025年 8月 A1：1/50
A3：1/100

梁：コンクリート打放し

木額縁100×25：
下地調整の上、EP-G

【塗替】

壁：下地調整の上、VC【新設】

VH H=60【新設】

床：VSｔ2(WC仕様)【新設】

VH H=60【新設】

床：防塵塗装【既存のまま】

3
,
9
0
0

梁：コンクリート打放し【既存のまま】

90×40 UC

床：畳t30【新設】

VH H=60【新設】

木見切 100×25：
UC【新設】

壁：GB-S t12.5+キッチンパネル t3.0

１階　改修後

天井：RC【既存のまま】 天井：RC【既存のまま】

アルミ見切り:L15×15×0.8

壁：GB-R t12.5+9.5+EP-G【新設】

板65×20 EP-G WD【新設】

木製見切W30
+EP-G【新設】

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

木見切 100×25：
EP-G【新設】

鋼製キーボックス
350×300×70程度【新設】
(杉田エース KC-40同等）

※　特記無き限りSD,WDは塗替え、AWは内部側をシーリング新設、クリーニングのこと

RA-14
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資材管理棟 図番

当初・変更・完成

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

※　F：嵌め殺し窓を示す。

2
,
7
3
0

8,000 8,000

8
6
0

1
,
8
0
0

3
0

4
0

8,000 3,500 4,500

2
,
7
3
0

1
,
1
0
0

2
,
2
0
0

2
,
2
0
0

2
,
2
0
0

1
0
0

5,775

1
,
8
0
0

5
0

100

2
,
4
3
0

2
,
3
0
0

2
,
2
0
0

1
,
4
0
0

1
,
0
0
0

2
,
3
5
0

【撤去】

【下地共撤去】

天井：GB-R t9+DR t12【撤去】壁：プラスターｔ10【既存のまま】

F F F

床：VS【撤去】

F F F

展示コーナー Ａ Ｂ Ｃ

OPEN

壁：プラスターｔ10【既存のまま】

巾木:VH H=60

廊下2 Ａ

天井：FKt6+EP【撤去】

化粧鏡455×608

床：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ19角【撤去】

便所 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

天井：FK t6 + EP

吊戸棚L=1200壁：磁器質タイル100角半
【撤去】

水切ステンレス
【撤去】

流し台L=1,200
ガス台

【撤去】L=600

湯沸室 Ａ Ｂ Ｃ

8 C B A 8 7

6 7 8

7 C 7 C

壁：磁器質タイル100角
【既存のまま】

【既存のまま】

【撤去】(別途)

展開図2（改修前）

壁：VC【撤去】

壁：モルタル+VC

木額縁(4周):25×25【既存のまま】

テラゾーブロックt25【撤去】

Ｄ

2
5
0

(斜線部)コンクリート壁【撤去】

920 370

1
,
0
0
0

9
5
0

7601,150

壁：VC【撤去】

電気盤

1004,025

225

手すりシオジ120×25　OSCL

配線部：VC【撤去】

隔壁テラゾーブロックt40【撤去】

4,385115 210 220220 210 7,675 325

2,075 210

105 3,895 120 120 5,670 105 120 120

1,615105 80

360 1,200

80 2,620 105 80 1,615 105 80 2,620

802,120

平
尾

出
口

2025年 8月

F

F

A1：1/50
A3：1/100

２階　改修前

巾木:VH H=60【撤去】

2
,
3
0
0

床：ﾋﾞﾆｱｽ系ﾀｲﾙ300角【撤去】9
0
0

柱：プラスターｔ10【既存のまま】 柱：プラスターｔ10【既存のまま】

壁：プラスターｔ10【既存のまま】

巾木:VH H=60
【撤去】

SF【撤去】 WD【撤去】

TB【撤去】

木製見切縁W30　OP塗り【撤去】

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

※　特記無き限りSD,WDは既存のまま、AWは内部側のシーリング撤去

RA-15

天井：GB-R t9+DR t12【既存のまま】

床：VS【既存のまま】
巾木:VH H=60【既存のまま】 【既存のまま】



（天井裏）壁：LGS65+GB-R t12.5+t9.5【新設】

資材管理棟 図番

当初・変更・完成

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

※　F：嵌め殺し窓を示す。

2
,
2
0
0

2
,
7
3
0

4,500 8,000 8,000

8
6
0

1
,
8
0
0

4
0

8,000

4,000

2
,
5
0
0

5,775 4,000

2,2501,750

5,775

2
,
5
0
0

1,400 1,400

F F F

F F F F

Ａ Ｂ Ｃ

床：構造用合板ｔ9の上VSｔ2.0【新設】

男子･女子便所 Ａ Ｃ

ﾐﾆｷｯﾁﾝ:L=1200
【新設】

湯沸室 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

8 C B A 8 7

7 C 7 C

小会議室、会議・休憩室

天井：GB-D t9.5【新設】

2,150 8,000 3,500 4,500

2
,
7
3
0

1
,
1
0
0

2
,
2
0
0

2
,
3
5
0

Ａ

6 7 8

廊下2

2
,
2
0
0

天井：GB-D t9.5【新設】

天井：GB-D t9.5【新設】

2,100 2,100

OPEN

【既存のまま】
手すりシオジ120×25　OSCL

展開図2（改修後）

床：構造用合板ｔ9の上VSｔ2.0【新設】

Ｂ(女子便所) Ｂ（男子便所）

5,775

C

Ｄ（女子便所）

5,775

C

Ｄ(男子便所)

120

床：構造用合板ｔ9の上
VSｔ2.0【新設】

2
5
0

1
,
4
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
2
0
0

電気盤

配線部：下地調整の上、
ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0接着貼【新設】

平
尾

出
口

2025年 8月 A1：1/50
A3：1/100

F

F

+ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙｔ3【新設】

ｼｰﾙ25×10 MS-2【新設】

ｼｰﾙ25×10 MS-2【新設】

VH H=60【新設】 床：下地調整の上、Tca ｔ6.5【新設】

巾木:VS巻上 H=100【新設】

巾木:VS巻上 H=100【新設】 床：構造用合板ｔ9の上VSｔ2.0【新設】

床：下地調整の上、VS t2.0【新設】 床：下地調整の上、Tca ｔ6.5【新設】

120

2,250 1,750

+メラミン化粧板ｔ3.0【新設】 天井：GB-D t9.5【新設】

壁：下地調整の上、ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0接着貼

２階　改修後

壁：LGS65+GB-R t12.5+t9.5 EP-G【新設】

壁：LGS65+GB-Sｔ12.5

OPEN

+ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙｔ3【新設】

壁：LGS65+GB-Rｔ12.5

F

壁：LGS65+GB-Rt12.5+GB-Sｔ12.5+メラミン化粧板ｔ3.0【新設】

壁：LGS65+GB-Rt12.5+GB-Sｔ12.5+メラミン化粧板ｔ3.0【新設】

壁：LGS65+GB-R t12.5+GB-Sｔ12.5

壁：下地調整の上、EP-G【新設】

3
0

壁：下地調整の上、EP-G【新設】壁：下地調整の上、EP-G【新設】 壁：下地調整の上、EP-G【新設】 壁：下地調整の上、EP-G【新設】

VH H=60【新設】VH H=60【新設】 VH H=60【新設】

STF【新設】

LSD【新設】LSD【新設】

STF【新設】

AW【改修】

壁：LGS65+GB-R t12.5+GB-Sｔ12.5
+メラミン化粧板ｔ3.0【新設】

壁：LGS65+GB-R t12.5+GB-Sｔ12.5
+メラミン化粧板ｔ3.0【新設】

FF
F

F

落下防止手摺B【新設】 落下防止手摺B【新設】 落下防止手摺B【新設】落下防止手摺B【新設】

SPT【新設】

落下防止手摺B【新設】

木額縁(4周):25×25 EP-G 【塗替】

【新設】
壁：下地調整の上、ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0接着貼

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

※　特記無き限りSD,WDは塗替え、AWは内部側をシーリング新設、クリーニングのこと

GB-S t12.5+

壁：LGS65+GB-Rｔ12.5+GB-St12.5+ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙｔ3【新設】

+ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙｔ3【新設】

壁：LGS65+GB-Rｔ12.5

GB-S t12.5+

【新設】

RA-16

F

F

F

F

天井：GB-D t9.5【既存のまま】

床：下地調整の上、VS t2.0【既存のまま】
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2025年 8月出
口

平
尾

資材管理棟 図番

当初・変更・完成

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

2
,
7
3
0

Ａ

2
,
2
0
0

F F

9
0
0

1
,
8
0
0

Ｃ

8,000

8
0
0

1
,
2
0
0

Ｄ

床：ビニアス系タイル300角【撤去】 床：ビニアス系タイル300角【撤去】巾木:VH H=60【撤去】

壁：VC【撤去】

柱：VC【撤去】

会議室　改修前

平面黒板【既存のまま】
W4,800×H1,200

天井：GB-R t9 + DR t12【撤去】

木額縁 120×25【既存のまま】

4,800

6 7 67 A B
2
,
7
3
0

Ａ

2
,
2
0
0

F F

9
0
0

1
,
8
0
0

Ｃ

8,000

Ｄ会議室　改修後

8
0
0

1
,
2
0
0

1507,92575 150 7,925 75 140 150

6 7 67 A B

4,800

2
,
7
3
0

F

9
0
0

1
,
8
0
0

150 3,925 75

6
1503,92575

2
,
2
0
0

6 C
225 5,700 75

C
2255,70075

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2
,
7
3
0

150 3,925 75

6
1503,92575

2
,
2
0
0

6 C
225 5,700 75

C
2255,70075

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

※　F：嵌め殺し窓を示す。

展開図3（改修前・後）

面台：メラミンポストフォームt=25【新設】

75 7,925 150 150 150 1507,925 75

150

A1：1/50
A3：1/100

F

壁：GB-S t=12.5
＋メラミン化粧板 t3.0【新設】

床：下地調整の上、VSｔ2.0【新設】
壁：下地調整の上、EP-G【新設】

柱：下地調整の上、EP-G【新設】

VH H=60【新設】 壁：下地調整の上、EP-G【新設】

柱：下地調整の上、EP-G【新設】

天井：GB-D t9.5【新設】

F

壁：GB-S t=12.5
＋メラミン化粧板 t3.0【新設】

資料室　改修前

２階　改修前

２階　改修後

資材室　改修後

ホワイトボードシート1200×1200×4枚
2400×1200×1枚【新設】

既存平面黒板の上、

※　F：嵌め殺し窓を示す。

AW【一部撤去】

壁：下地調整の上、EP-G【新設】

AW【改修】

FF

落下防止手摺A【新設】

落下防止手摺A
【新設】

木額縁 120×25:下地調整の上、EP-G【塗替】

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

RA-17

天井：GB-R t9 + DR t12【既存のまま】

壁：VC【既存のまま】

床：ビニアス系タイル300角【既存のまま】 VH H=60【既存のまま】

壁：VC【既存のまま】

VH H=60【既存のまま】

壁：VC【既存のまま】

VH H=60【既存のまま】



シーリング5×5 SR-1(防カビ)

シーリング 5×5　MS-2

12.565

400 400

▽2FL

StPL t9

和便器（撤去）（設備工事）

和便器（撤去）（設備工事）押さえｺﾝｸﾘｰﾄt＝70撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水撤去

下地モルタル共
下地モルタル共
既存床仕上（既存のまま）

既存床仕上（既存のまま）

資材管理棟 図番

当初・変更・完成

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者
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(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

1
5
0
1
0
0

1
5
0
1
0
0

図示

改修前 改修後

改修

既存床仕上（下地モルタル共）

スラブ開口を示す

＋押えコンクリート撤去範囲

カッター切り

凡　例

平
尾

出
口

2025年 8月
部分詳細図１

下地モルタル共撤去

1,800

床：モザイクタイル19角【撤去】

2
9
9
.
9

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ段差300【撤去】

1,800

2
0
0

防水層、防水保護コンクリート【既存のまま】

壁：磁器質タイル100角
【既存のまま】

【新設】

巾木：床材巻上 H=100【新設】 1
,
0
0
0

300

腰壁：LGS50、GB-Sｔ12.5

+ﾒﾗﾐﾝ化粧板貼ｔ3.0【新設】

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0接着貼
【新設】

ハッチング部撤去範囲

設備配管横引スペース

壁：段差撤去部
ﾓﾙﾀﾙ下地調整範囲

750

3
0
0

520

便器撤去(設備工事)

床：下地調整の上、VSｔ2(超防汚性)【新設】

面台:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑｔ25

壁：GB-S t=12.5+メラミン化粧板t3.010

補強材

（通し）
Lｰ30×30×3

H
面台：メラミンポストフォームt=25

シーリング 5×5　MS-2

壁仕上

構造用合板Ⅰ類 t12

W

2階男子便所SK　　

2階男子便所手洗

1階便所

2階男子便所小便器

Ｗ Ｈ

1000

1200

1400

1000

300

150

150

150

2階女子便所　　

2階女子便所手洗　　

2階洗濯・乾燥室　　

1200

1000

150

150

400 1100

Ｗ Ｈ設置場所 設置場所

凡　例

スラブ新設部分を示す

床開口閉塞コンクリート新設

・コンクリート打込直前に、コンクリート打継用エポキシ樹脂接着剤を塗布すること。

LGS W=65

面台：メラミンポストフォームt=25

バックアップ材

2
5

構造用合板Ⅰ類 t12

GB-Sｔ12.5

メラミン化粧板ｔ3.0

シーリング 5×5　MS-2

2
5

構造用合板Ⅰ類 t12

シーリング 5×5　MS-2

壁：RC

Lｰ30×30×3

バックアップ材

バックアップ材

壁：下地調整の上、EP-G【新設】

バックアップ材

面台：メラミンポストフォームt=25

3

2

87

87

30

1
0

1
00

3
0

20

2
0
9

▽FL

きわ根太60×45

パーチクルボード

10ｍｍゴム座付

樹脂製支持脚＠900

ビニル床シートｔ=2

構造用合板Ⅰ類ｔ9

パーチクルボード

床仕上巻上

▽既存床仕上げ天端

パーチクルボード

・コンクリート打込直前に、コンクリート打継用エポキシ樹脂接着剤を塗布すること。

・開口部閉塞に使用するRCは、Fc21-18-15(強度補正･強度試験は不要)とする。

△既存スラブ

△新設天井

2
,5

00

3,
60

0

1
,1

00

LGS W=50@455

アルミ見切

メラミン化粧板 t3.0(便所)
キッチンパネル t3.0(給湯)

1
00

床仕上巻上

1,17015 15

14
0

7
10

IHヒーター200V

端部シーリング 5×5　MS-2(防カビ)

包丁差し

サイドパネル

1,17015 15

50
0

※１次側配線・接続は電気設備工事とする
※一次側給水配管・排水トラップ以降の排水管は機械設備工事とする

キッチンパネルt3.0

木額縁50×25　EP-G【塗替】

支持金物  PL－3.2×50　＠600

150

40

FK t12

2
0

1
10

20

ステンレス丸皿木ねじ止め

ステンレスSUS304 t0.6

▽2FL

7
5
0

100

手摺：21.7Φ t2.8 L900

900

800 5050

5050

50

手摺：21.7Φ t2.8 L900

手摺子：17.3Φ t2.3 @400

手摺子：17.3Φ t2.3 @800

落下防止手摺A S=1/20 落下防止手摺B S=1/20

60

1
2
0

3
0

3
0

3
0

3
0

袋ナット

StPL t9

手摺子：17.3Φ t2.3

取付部詳細図　S=1/5

手摺Ａは壁固定
手摺Ｂは床固定

7065100

60 60

5050

(GB-R、GB-S、グラスウールはスラブまで)

(GB-R、GB-S、グラスウールはスラブまで)

見え係の鉄部はSOP塗とすること

金属系あと施工アンカーM12 L80

補強プレート
スチール t0.8

3
7
0

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

3
5
0

950

70
0

950

70
0

700

3
5
0

700

700 350 350700

260

床スラブ（新設）Ｄ13＠200

溶接金網 150×150×6φ（新設） 溶接金網 150×150×6φ（新設）

開口閉塞コンクリート新設
こて押え仕上げ

開口閉塞コンクリート新設
こて押え仕上げ

（スラブ上及び開口内） （スラブ上及び開口内）

開口閉塞コンクリート新設

床スラブ新設範囲

既存モルタル共

和便器（撤去）（設備工事）

既存床仕上（撤去）

床スラブ（撤去）

埋込長さ8da　L=104　　定着長さ20da　L=260

落下防止を目的とするため、アンカー筋重ね合せの上、結束線で結束のこと。

補強筋　既存取合いあと施工アンカー接着系アンカー　D13＠200

床スラブ（既存のまま）

押さえｺﾝｸﾘｰﾄt＝70撤去

差筋アンカー　L=500

接着系アンカー　D13＠200床スラブ（新設）Ｄ13＠200

シーリング△5×5 SR-1(防カビ)

GB-R t12.5+GB-S t12.5+ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3.0　

(GB-R、GB-S、グラスウールはスラブまで)
グラスウール 32K t=65充填

RA-18

1
,
1
2
0
（

1
,
1
0
0
以

上
確

保
）

StPL t9

開閉防止金具

1
,
1
2
0
（

1
,
1
0
0
以

上
確

保
）

1/20和便器撤去部詳細図【改修】

1/20１階便所床廻り改修詳細図【改修】 1/20面台詳細図【新設】

1/4

1/5面台シーリング詳細図【新設】

壁、置床取り合い詳細図【新設】 ミニキッチン詳細図【新設】

ミニキッチン水切詳細図(1階 湯沸室)【新設】

1/30

1/5

1/5,20床仕上巻上(便所) 詳細図【新設】 1/5 落下防止手摺詳細図【新設】
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E部 詳細図(垂れ壁部)

E部 詳細図(WD-1部)

9
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管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当
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長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日 当初・変更・完成

図番
図示平

尾
出
口

2025年 8月
資材管理棟

部分詳細図２

SUS床見切り【新設】

吊りボルト

スクリーン100インチ

GB-D t9.5

側板カバー
(アルミ製)

目隠し板
(アルミ製)

15
0

8
0.

1

カーテンボックス

ブラインドボックス

150

150

アルミ製スクリーンボックス詳細図【新設】
カーテンボックス詳細図（アルミ製）【新設】
ブラインドボックス、

5

4
0

15010

300 450

メラミンポストトフォームt25 カウンター

木製枠100×30【既存のまま】

補強金物FB　38×4.5【撤去】

改修前

改修

　※斜線部撤去を示す

4
0

5

木製枠100×30
EP-G【塗替】

カウンター詳細図(資材事務所)【改修】

撤去部 EP-G

金物撤去部：
モルタル補修の上,VC

2階便所ライニング詳細図【撤去】

（
1
,0
0
）

250

テラゾーブロックt25【撤去】
受金物L-40×40

CBt100積【撤去】

1,
40
0

13
0

180

ブラインドボックス詳細図【撤去】 SUS水切詳細図【撤去】

100

3
5

1
1
0

【撤去】

支持金物PL-3.2×50
100×100@600【撤去】

30

仕上げ材

水切ステンレスt0.6

（1,000）は洗面部を示す

1/5

1/10

1/41/301/5

100

アルミはかま用レールt5
はかまステンレスヘアーライン

100

ホール 資材事務所 資材事務所ホール

改修後

1階 仮眠室　各部詳細図【新設】

30

2
5

9
0

1
0

木 30×90　EP-G

木 30×125　EP-G

25 90×35　UC

補強：C-60×30×10×2.3

12.5 65 12.5

25 90 25

壁：GB-Rｔ12.5+VC

90×25　UC

補強：C-60×30×10×2.3

9
0

既存ｻｯｼ

12.5 65 12.5 10

100

2
5

木見切　100×25　EP-G

既存額縁　見え掛りEP-G

（天井まで）

（天井まで）

A部 詳細図

塗装見切り位置

壁：LGS65+GB-Rｔ12.5+VC(両面)　

壁：GB-Rｔ12.5+VC

9
0

UCWD-1

木 30×90　EP-G

1/5,20,100

※木材料：米栂

※木見えがかり部はUC

1/201/4置床畳詳細図【新設】
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CP支持脚(畳下地用)＠900

きわ根太35×45

パーチクルボード

構造用合板Ⅰ類ｔ9

畳ｔ=30

▽仮眠室床

壁：下地調整の上、VC

▽床仕上げ天端

上り框：90×40たも積層材

あと施工アンカーM10＠90060×55

畳寄せ15×20
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12.565

9
20
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複合フリーリングｔ15

雑巾摺15×15
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10ｍｍゴム座付

LGS-65下地

CP支持脚(畳下地用)＠900

▽仮眠室床

▽床仕上げ天端

GB-Rt=12.5+VC

きわ根太35×45

パーチクルボード

構造用合板Ⅰ類ｔ9

畳ｔ=30

パーチクルボード

根太35×45＠450以下

CP支持脚(畳下地用)

900

吊木45×45

押入
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支柱45×45
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,
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2
,
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1
0
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90×40
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5
5
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90×40

胴縁：20×40＠300

90×40

45×90

40×45＠360

45×90

40×45＠300

40×45＠360
45×90

9
5
0

1
,
0
5
0

天井：GB-Rｔ9.5 + VC壁：GB-R 12.5+VC
間柱：45×45＠450

枕棚：シナ合板ｔ9

棚：シナ合板ｔ9

壁：GB-Fｔ12.5 + VC

床：シナ合板ｔ9

（天井まで）

壁：LGS65+GB-Rｔ12.5+VC（片面のみ）

壁：LGS65+GB-Rｔ12.5+VC（片面のみ）

90

資材事務所側：EP-G

UC

EP-G

70

EP-G

15 25

資材事務所

仮眠室

押入

B

A
※木材料：米栂

※塗装特記以外下記による

仮眠室側　　：UC

資材事務所側：EP-G

キープラン1/100

D
E

D
C

D-D 断面図

胴縁：20×40＠300

1
0

1
2.

5
12

.5

木 30×125　EP-G

B部 詳細図 C部 詳細図

壁：GB-Rｔ12.5+VC(両面)

間柱：45×68　@450

木額縁：EP-G【塗替】

10ｍｍゴム座付

床：下地補修の上、VS

1/41/5 サイン【撤去】

取付部木ねじ止め
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6
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2
0
0

6

3
0

1
0

1
0
0

1
5

3
0

1
5
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側 面正 面

断 面

1
50

15
0
0

15
00

1/5、20

上下着脱式

ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ 切文字

アクリル板t=3.0
アクリル板t=3.0

アクリル板t=5.0

サイン2(S-2)【新設】サイン1(S-1)【新設】

260

80

プラスチックカバー

上下着脱式

30

アルミt2

アルミt10

室名は現場打ち合わせの上最終決定とする。

VS t2.0
Tca t6.5

6
.58.

9

40

▽ＦＬ 3

P 2.3L

SUS t1.2

VS t2.0 VS t2.0

1/1、5

38

床見切り：SUSt2.0 HL

床見切りA S=1/1

床見切りB S=1/5

蹴込み板65×20 EP-G

※木見えがかり部は特記無き限りUC

巻上式スクリーン
吊りボルトφ9

4

15
0

目隠し板(アルミ製)

40

104
φ9吊六角ナット

ナイロン座金

取付金具
FB-4.5x38 L220

ゴムクッション

取付ボルトφ9
L25六角ボルト

75

1615016

220

15

詳細図 １／５

(アルミ製)

スクリーンボックス

アンカー打込み(6ヶ所)

2700

姿図　1/50

1/5,50

(手動)巻上式スクリーン本体も本工事に含む

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

RA-19

押入 詳細図【新設】



凡例（改修前）

改修範囲外を示す

*

*

備品を示す。（備品リスト参照）

凡例（改修後）

改修範囲外を示す

*

*

備品を示す。（備品リスト参照）

改修前 改修後

UP

①

冷 冷

③

②

①

⑫⑪

⑩

⑩

⑨

⑦ ⑧

⑥⑤④

③

②

①

①

①

②

③

①

①①

①

UP

A1

①

DN

1 2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

2 3

3

3

3 3

33 ×4

×3 ×3

2

1

9

2

1

8

7

8

3

5 64

D C

B

O
E N

M

L
K

J

I

H

G

F

A

W

P Q R

T U
V

S

DN

① ②

改修

展示品を示す。（展示品リスト参照）展示品を示す。（展示品リスト参照）

20

30

15

25

40

30

30

15

70

40

15

15

5

15

20

②

①

30

25

40

1

1

2

1

1

3

4

5

876

B

C

A

876

B

C

A

B

C

A

876

B

C

A

876

8,000 8,000

1
6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8 , 00 0 8,000

1
6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8 , 00 0 8,000

1
6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8 , 00 0 8,000

32,000 32,000

32,000 32,000

玄関

物置

本管材料室

配水池入口

便所

災害対策用材室

資材事務所

本管材料室

配水池入口

便所

玄関

物置

災害対策用材室

花 壇
花 壇

押入

仮眠室

資材事務所

女子便所

展示コーナー

湯沸室

会議室

男子便所

資料室

湯沸室

便所
女子

小会議室
男子
便所

会議室 会議・休憩室

資材室

湯沸室湯沸室

PS PS

１階平面図(改修後)　1/100

２階平面図(改修後)　1/100２階平面図(改修前)　1/100

１階平面図(改修前)　1/100

階 室名 No. 材質
W D H

数
重量
(kg)

備考品名

階 室名 No. 材質
W D H

数
サイズ

品名
重量
(kg)

備考

展示品リスト(特記無き限り撤去・処分)

家具リスト（特記無き限り撤去・処分）

※家具、展示品の撤去・処分については、監督員に最終確認を行うこと。
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工 事 名 称　 特 記 事 項

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

家具・展示品プロット図(改修前・後)

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

明石市都市局住宅･建築室営繕課
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チューブ保安灯 L=85m (60日)

凡　例
工事対象建物を示す。

外構工事範囲(スポット)を示す。

職員動線（車両を含む）

ジャバラシートゲート W4,000・H4,500

鉄板敷き養生　8㎡/か所

くさび式足場　W=900

A型バリケード

資材置場　15㎡程度

廃材置場　15㎡程度

交通誘導員（スポット）　(延べ60日)

交通誘導員B（常駐）

交通誘導員A（常駐）

外構工事範囲を示す。 B

A

廃

資作業員動線（車両を含む）

親杭横矢板位置 H4,000（延べ150日）(STEP1,2)

仮囲い出入口：通用口W=800 (STEP4)

普通鋼矢板 3型 H7,000 L=22m (STEP2)

仮囲い：成形鋼板　H3,000

+メッシュシート
足場:H=10,000(14日)

【工　　期】　　か月目～　　ヶ月目　(計　　ヶ月)51

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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者

技
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者
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術
者
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者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課
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担
当
課
長
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長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 8月平

尾
出
口

A1:1/300

A3:1/600

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

T-01
仮設計画図（ステップ１）(参考)

DNUP

(法42条1項1号道路)

市道

(法42条1項1号道路)

市道

駐車場 17台
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（道路幅員）
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1
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0
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（
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幅
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）

17,000
（道路幅員）

DN

駐車場(屋根付)【解体】

駐車場(屋根付)【解体】

資材管理棟

水道サービスセンター

駐輪場(屋根付)

(職員利用)

【改修工事】

国
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1
 
 
 
7
 
 
 
5
 
 
号

Ｎ

配  水  池

送水ポンプ棟

倉庫棟

導水ﾎﾟﾝﾌﾟ室

管 理 棟

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

次亜タンク室

自家発電機室

高度処理棟

緩速攪はん池機械室
オゾン接触槽

沈殿池

緩速攪はん池機械室

沈殿池

排水処理棟

排  水  池

濃 縮 槽

ポンプ室

着水井

薬注室

(職員用)

工事区画出入口
(ｼﾞｬﾊﾞﾗｹﾞｰﾄ+鉄板敷き養生)

資
廃

土

AS舗装　65㎡

市道

(法42条1項1号道路)

水道サービスセンターへの
車両動線を確保のこと

ＳＴＥＰ 1

・資材管理棟：改修工事

・外構工事(撤去)→駐車場：解体(2ヶ月)

→上下水道庁舎：新設 (2ヶ月) ・仮設工事

・説明会、準備工事他(1ヶ月)

5

【主な工事】

注　記
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

特記無き限り、足場には防音シートを設置のこと。

解体、はつり等の音が出る場合は監督員と協議の上、時間帯の調整を行うこと。

特定建設作業（杭打機など)は敷地境界線において

工事中の既設破損等は工事終了後責任を持って現状復旧すること。

本図記載の仮設計画は参考とし、事前に詳細な調査・検討を十分に行い

安全な施工計画とすること。

図示にないもの等、その他足場は適宜設置のこと。

工事期間中も市職員等による施設の使用及び点検車両等の入退場を想定している。

各門と各通路の通行制限期間及び通行止め期間については、必要最小限の期間とし、

工事エリアと職員等使用エリアの分離等安全面に配慮した仮設計画を検討し、

監督員及び各関係者の承諾を得ること。

工事車両駐車スペースは監督員との協議による。 工事完了後、周囲・道路部分の清掃を含む現況復旧や周囲 側溝・会所枡の清掃を行うこと。

必要に応じて出入口前に鉄板を敷いて養生をすること。

誘導員(スポット)

ガス配管に伴う外構工事(通行止め 14日程度)

現場事務所
(2階建て、100㎡程度)

仮囲い L=100m(60日)
(4ヶ月目以降)新庁舎工事に伴い既存フェンス撤去のため

解体工事時は散水を十分に行い、粉塵等が飛散しないように十分注意すること。

騒音85dB以下、振動75dB以下（騒音・振動規制法）とすること。

B
A

誘導員A

誘導員B

アスファルト舗装t50撤去、仮復旧

仮囲い L=100m(60日)

B

作業員動線(車両を含む)

▼上下水道庁舎外形線を示す

チューブ保安灯 L=85m (60日)

親杭横矢板 H4,000 L=160m

揚重機としてラフタークレーンの総使用日数を25t車を85日、16t車を14日間見込むこと。

範囲は監督員と協議すること。（損害発生時の負担：請負者）

工事開始前後に近隣建物の写真撮影を行い、報告書を作成すること。

・雨水等の排水用水中ポンプ（口径50mm、揚程10m、ホース5m）4台を90日間見込むこと。
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工事車両駐車場
（8台）

【工　　期】　　か月目～　　ヶ月目　(計　　ヶ月)6 12

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口

A1:1/300

A3:1/600

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

市 道

(法 42条 1項 1号 道 路 )

(法 42条 1項 1号 道 路 )

市 道

駐車場 17台

6
,
2
0
0

（ 道 路 幅 員 ）

5,600

1
1
,
0
0
0

（
道

路
幅

員
）

1 7, 00 0
（ 道 路 幅 員 ）

DN

資材管理棟

水道サービスセンター

【解体】

(職員利用) 上下水道庁舎【新設】

国
道

1
7

5
号

Ｎ

駐輪場【解体】

配 水 池

送水ポンプ棟

倉庫棟

導水ﾎﾟﾝﾌﾟ室

管 理 棟

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

次亜タンク室

自家発電機室

高度処理棟

緩速攪はん池機械室
オゾン接触槽

沈殿池

緩速攪はん池機械室

沈殿池

排水処理棟

排 水 池

濃 縮 槽

ポンプ室

着水井

薬注室

(職員用)

工事区画出入口
(ｼﾞｬﾊﾞﾗｹﾞｰﾄ+鉄板敷き養生)

駐車場
工事車両

（2台）

工事区画出入口(解体工事車両)
(ｼﾞｬﾊﾞﾗｹﾞｰﾄ+鉄板敷き養生)

仮設計画図（ステップ２）(参考)
T-02

誘導員(スポット)

ＳＴＥＰ 2

・水道サービスセンター：解体(6ヶ月)

・仮設工事

・外構工事(撤去)

7

【主な工事】

凡　例
工事対象建物を示す。

外構工事範囲(スポット)を示す。

職員動線（車両を含む）

ジャバラシートゲート W4,000・H4,500

鉄板敷き養生　8㎡/か所

くさび式足場　W=900

A型バリケード

資材置場　15㎡程度

廃材置場　15㎡程度

交通誘導員（スポット）　(延べ60日)

交通誘導員B（常駐）

交通誘導員A（常駐）

外構工事範囲を示す。 B

A

廃

資作業員動線（車両を含む）

親杭横矢板位置 H4,000（延べ150日）(STEP1,2)

仮囲い出入口：通用口W=800 (STEP4)

普通鋼矢板 3型 H7,000 L=22m (STEP2)

仮囲い：成形鋼板　H3,000

現場事務所
(2階建て、100㎡程度)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時及び
荷揚げ時

くさび式足場
（延べ 90日）

くさび式足場（延べ 360日）

誘導員(スポット)
A誘導員A

B誘導員B

作業員動線(車両を含む)

・上下水道庁舎：新設（累計9ヶ月）

A型バリケード　L=6,000

親杭横矢板 H4,000 L=150m

普通鋼矢板 3型
H7,000 L=22m(60日)

(法 42条 1項 1号 道 路 )

市 道

チ
ュ

ー
ブ

保
安

灯
L
=
1
4
0
m

チューブ保安灯 L=140m

(延べ２５日）



B
B

現場事務所
(2階建て、100㎡程度)

資材管理棟
(職員利用) 上下水道庁舎【新設】

チ
ュ

ー
ブ

保
安

灯
 
L
=
1
4
0
m

(職員用)

工事区画出入口
(ｼﾞｬﾊﾞﾗｹﾞｰﾄ+鉄板敷き養生)

工事車両駐車場
（8台）

廃
資

駐車場
工事車両

（2台）

工事ヤード

工事区画出入口
(ｼﾞｬﾊﾞﾗｹﾞｰﾄ+鉄板敷き養生)誘導員

くさび式足場（延べ 360日）

誘導員(スポット)
誘導員A

作業員動線(車両を含む)

チューブ保安灯 L=140m

15

3

13 3

・仮設工事(足場撤去)

・上下水道庁舎：新設（累計12ヶ月）

凡　例
工事対象建物を示す。

外構工事範囲(スポット)を示す。

職員動線（車両を含む）

ジャバラシートゲート W4,000・H4,500

鉄板敷き養生　8㎡/か所

くさび式足場　W=900

A型バリケード

資材置場　15㎡程度

廃材置場　15㎡程度

交通誘導員（スポット）　(延べ60日)

交通誘導員B（常駐）

交通誘導員A（常駐）

外構工事範囲を示す。 B

A

廃

資作業員動線（車両を含む）

親杭横矢板位置 H4,000（延べ150日）(STEP1,2)

仮囲い出入口：通用口W=800 (STEP4)

普通鋼矢板 3型 H7,000 L=22m (STEP2)

仮囲い：成形鋼板　H3,000 【工　　期】　　か月目～　　ヶ月目　(計　　ヶ月)

ＳＴＥＰ 

【主な工事】

配  水  池

送水ポンプ棟

倉庫棟

導水ﾎﾟﾝﾌﾟ室

管 理 棟

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

次亜タンク室

自家発電機室

高度処理棟

緩速攪はん池機械室
オゾン接触槽

沈殿池

緩速攪はん池機械室

沈殿池

排水処理棟

排  水  池

濃 縮 槽

ポンプ室

着水井

薬注室

国
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（
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路
幅

員
）

17,000
（道路幅員）

市道

(法42条1項1号道路)

(法42条1項1号道路)

市道

(法42条1項1号道路)

市道

駐車場 17台

担
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主
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術
者
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理技

術
者

担
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担
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課
長

課

長

係

長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

　特記事項 工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

2025年 8月

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課平
尾

出
口

A1:1/300

A3:1/600仮設計画図（ステップ３）(参考)

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
T-03



凡　例
工事対象建物を示す。

外構工事範囲(スポット)を示す。

職員動線（車両を含む）

ジャバラシートゲート W4,000・H4,500

鉄板敷き養生　8㎡/か所

くさび式足場　W=900

A型バリケード

資材置場　15㎡程度

廃材置場　15㎡程度

交通誘導員（スポット）　(延べ60日)

交通誘導員B（常駐）

交通誘導員A（常駐）

外構工事範囲を示す。 B

A

廃

資作業員動線（車両を含む）

親杭横矢板位置 H4,000（延べ150日）(STEP1,2)

仮囲い出入口：通用口W=800 (STEP4)

普通鋼矢板 3型 H7,000 L=22m (STEP2)

仮囲い：成形鋼板　H3,000 【工　　期】　　か月目～　　ヶ月目　(計　　ヶ月)16 21

上下水道庁舎【新設】(職員利用)

資材管理棟

DN

（ 道 路 幅 員 ）

17,00 0

（
道

路
幅

員
）

1
1
,
0
0
0

（
道

路
幅

員
）

5 , 60 0
（ 道 路 幅 員 ）

6
,
2
0
0

駐車場 17台

市 道

(法 42条 1項 1号 道 路 )

(法 42条 1項 1号 道 路 )

市 道

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

A3:1/600

A1:1/300出
口

平
尾

2025年 8月
図 番

当初・変更・完成

上下水道庁舎

製作年月日

縮 尺図 面 名 称

工 事 名 称

長

係　 特 記 事 項

長

課 担
当
課
長 当

担

明石市都市局住宅･建築室営繕課

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

技
術
者

管
理 技

術
者

主
任

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

DN
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スロープ

Ｎ

国
道

1
7

5
号

配 水 池

送水ポンプ棟

倉庫棟

導水ﾎﾟﾝﾌﾟ室

管 理 棟

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

次亜タンク室

自家発電機室

高度処理棟

緩速攪はん池機械室
オゾン接触槽

沈殿池

緩速攪はん池機械室

沈殿池

排水処理棟

排 水 池

濃 縮 槽

ポンプ室

着水井

薬注室

(職員用)

仮設計画図（ステップ４）(参考)
T-04

通行制限 通行制限

土

誘導員

ＳＴＥＰ 4

・外構工事（新設）（6ヶ月）

→什器搬入(２ヶ月)

6

【主な工事】

フェンス撤去・新設は敷地内の進入防止を踏まえ、工事工程を計画すること。

資廃

現場事務所
(2階建て、100㎡程度)

A誘導員A
B

工事区画出入口(ｼﾞｬﾊﾞﾗｹﾞｰﾄ+鉄板敷き養生)

車止めは最後に施工すること。(駐車区画2か所)

作業員動線(車両を含む)

・上下水道庁舎：工事完了（累計16ヶ月）

原則通行禁止
通用口W=800　1箇所(避難用)

市 道

(法 42条 1項 1号 道 路 )

チ
ュ

ー
ブ

保
安

灯
L
=
1
5
0
m

チューブ保安灯 L=150m



B

誘導員B

【工　　期】　　か月目～　　ヶ月目　(計　　ヶ月)22 24

次亜タンク室

上下水道庁舎【新設】

(法 42条 1項 1号 道 路 )

市 道

(職員利用)

資材管理棟
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市 道

(法 42条 1項 1号 道 路 )

(法 42条 1項 1号 道 路 )

市 道

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

A3:1/600

A1:1/300出
口

平
尾

2025年 8月
図 番

当初・変更・完成

上下水道庁舎

製作年月日

縮 尺図 面 名 称

工 事 名 称

長

係　 特 記 事 項

長

課 担
当
課
長 当

担

明石市都市局住宅･建築室営繕課

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

技
術
者

管
理 技

術
者

主
任

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

DN
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スロープ

工事ヤード

Ｎ

国
道

1
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5
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配 水 池

送水ポンプ棟

倉庫棟

導水ﾎﾟﾝﾌﾟ室

管 理 棟

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

自家発電機室

高度処理棟

緩速攪はん池機械室
オゾン接触槽

沈殿池

緩速攪はん池機械室

沈殿池

排水処理棟

排 水 池

濃 縮 槽

ポンプ室

着水井

薬注室

職員用駐車場

仮設計画図（ステップ５）(参考)
T-05

(仮囲い移動後に利用可能)

廃 資

ＳＴＥＰ 5

・外構工事（新設）（2ヶ月）

・検査、手直し(2ヶ月)

3

【主な工事】

凡　例
工事対象建物を示す。

外構工事範囲(スポット)を示す。

職員動線（車両を含む）

ジャバラシートゲート W4,000・H4,500

鉄板敷き養生　8㎡/か所

くさび式足場　W=900

A型バリケード

資材置場　15㎡程度

廃材置場　15㎡程度

交通誘導員（スポット）　(延べ60日)

交通誘導員B（常駐）

交通誘導員A（常駐）

外構工事範囲を示す。 B

A

廃

資作業員動線（車両を含む）

親杭横矢板位置 H4,000（延べ150日）(STEP1,2)

仮囲い出入口：通用口W=800 (STEP4)

普通鋼矢板 3型 H7,000 L=22m (STEP2)

仮囲い：成形鋼板　H3,000

現場事務所
(2階建て、100㎡程度)

先行して工事
駐車場利用のために

A誘導員A
誘導員AA

B
誘導員B

Aバリケード

Aバリケード L=7m(移動後)

L=20m(移動前)

緊急時の出勤車両動線を確保すること。

車止めは最後に施工すること

作業員動線(車両を含む)


	７：改修棟図面：市修正0127
	９：仮設図：市修正0127

